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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自然の日光照明を光学的に模して目標領域を照明するためのシート照明システム（１０
１Ａ、７０１、１００１）であって、
　シート表面（１４２Ａ）と、前記シート表面（１４２Ａ）に座る人のために画定された
目標領域（１４４）とを有するシート装置（１４０）と、
　前記シート装置（１４０）に対して空間的に固定される取付手段（１５０Ａ）と、
　反射表面（８Ａ）と、第１の色で拡散光を均質に放つための発光層（１０）と、を有し
、前記取付手段（１５０Ａ）に取り付けられた反射器ユニット（６、１０６、７０６、１
００６）であって、
　　　前記発光層（１０）は、前記反射表面（８Ａ）の前に延在するとともに前記反射器
ユニット（６、１０６、７０６、１００６）の可視前面エリア区間（１０Ａ、１１０Ａ）
を有し、
　　　前記可視前面エリア区間（１０Ａ、１１０Ａ）は、第１の境界（１２Ａ）まで延在
し、
　　　前記可視前面エリア区間（１０Ａ、１１０Ａ）を通って前記拡散光が放たれる、反
射器ユニット（６、１０６、７０６、１００６）と、
　前記取付手段（１５０Ａ）に取り付けられ、前記可視前面エリア区間（１０Ａ、１１０
Ａ）を全体的に照明するようにサイズが適合された光ビーム（３，１０３、７０３、１０
０３）を生成する投光器（２，１０２、７０２、１００２）であって、前記光ビーム（３
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，１０３、７０３、１００３）の少なくとも一部分が、前記反射表面（８Ａ）によって反
射される前とその後に前記発光層（１０）を通過し、それにより前記目標領域（１４４）
上に向けて送られる照明光ビーム（３Ａ、１０３Ａ、７０３Ａ、１００３Ａ）を第２の色
で形成するように前記光ビームを生成するとともに、前記第２の色は直接光相関色温度に
関連付けられた、投光器（２，１０２、７０２、１００２）と、
　を備え、
　前記第１の色は、
　前記照明光ビーム（３Ａ、１０３Ａ、７０３Ａ、１００３Ａ）の前記直接光相関色温度
よりも大きい拡散光相関色温度に関連付けられた、
　シート照明システム（１０１Ａ、７０１、１００１）。
【請求項２】
　前記第１の色および前記第２の色が、色空間内、特にｕ’ｖ’色空間内で少なくとも０
．０２または少なくとも０．００８だけ分離された、
　請求項１に記載のシート照明システム（１０１Ａ、７０１、１００１）。
【請求項３】
　前記直接光相関色温度は、８００Ｋから６，５００Ｋの範囲内で黒体軌跡に近い、
　請求項２に記載のシート照明システム（１０１Ａ、７０１、１００１）。
【請求項４】
　前記シート装置（１４０）がシート（１４２）を含み、前記目標領域（１４４）は、前
記シート（１４２）のシート表面（１４２Ａ）を少なくとも一部覆う、
　請求項１ないし３のいずれか１項に記載のシート照明システム（１０１Ａ、７０１、１
００１）。
【請求項５】
　前記シート装置（１４０）は、複数のシート（１４２）と、複数の投光器（２，１０２
、７０２、１００２）とを含み、前記複数の投光器（２，１０２、７０２、１００２）は
、共通の反射器ユニット（６、１０６、７０６、１００６）を照明し、それにより、それ
ぞれのシート（１４２）に関連付けられたそれぞれの目標領域（１４４）上に反射される
複数の照明光ビーム（３Ａ、１０３Ａ、７０３Ａ、１００３Ａ）を形成する、
　請求項１ないし４のいずれか１項に記載のシート照明システム（１０１Ａ、７０１、１
００１）。
【請求項６】
　前記取付手段（１５０Ａ）は、前記反射器ユニット（６、１０６、７０６、１００６）
が前記シート装置（１４０）の少なくとも一部上方で装着されるように前記シート装置（
１４０）の上部に延在する、前記反射器ユニット（６、１０６、７０６、１００６）を装
着するための区間（１５４Ｃ）を含む、
　請求項１ないし５のいずれか１項に記載のシート照明システム（１０１Ａ、７０１、１
００１）。
【請求項７】
　前記シート装置（１４０）は、シートフレーム（１４３）を含み、前記シートフレーム
（１４３）は、前記投光器（２，１０２、７０２、１００２）および前記反射器ユニット
（６、１０６、７０６、１００６）の少なくとも一方に装着される前記取付手段の区間を
形成する、
　請求項１ないし６のいずれか１項に記載のシート照明システム（１０１Ａ、７０１、１
００１）。
【請求項８】
　前記反射器ユニット（６、１０６、７０６、１００６）は、前記取付手段（１５０Ａ）
に傾斜可能に装着される、
　請求項１ないし７のいずれか１項に記載のシート照明システム（１０１Ａ、７０１、１
００１）。
【請求項９】
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　前記反射器ユニット（６、１０６、７０６、１００６）は、反射の調整可能な角度と、
前記目標領域（１４４）に対する前記照明光ビーム（３Ａ、１０３Ａ、７０３Ａ、１００
３Ａ）の調整可能性とを提供するために、片側でヒンジもしくは継手（１４６）によって
ルーフ構造物（７５４）に装着される、
　請求項１ないし８のいずれか１項に記載のシート照明システム（１０１Ａ、７０１、１
００１）。
【請求項１０】
　前記可視前面エリア区間（１０Ａ）の外側で、少なくとも一部前記第１の境界（１２Ａ
）に沿って延在する前記反射器ユニット（６）のフレームエリア区間（１４Ａ）を形成す
るために、フレームのようなエリア内に配置されるフレーム要素（１４）、
　をさらに備え、
　前記フレーム要素（１４）は、特に前記フレームエリア区間（１４Ａ）上に入射する前
記光ビーム（３）が前記照明システム（１）から本質的に除去されるように、前記フレー
ムエリア区間（１４Ａ）上に入射する前記光ビーム（３）の光部分が前記照明光ビーム（
３Ａ）に貢献することを本質的に回避するように構成され、
　前記可視前面エリア区間（１０Ａ、１１０Ａ）に隣接し当該エリア区間を囲む前記フレ
ームのようなエリアからの知覚可能な発光が、前記投光器（２，１０２、７０２、１００
２）の前記光ビーム（３，１０３、７０３、１００３）から本質的に独立である、
　請求項１ないし９のいずれか１項に記載のシート照明システム（１０１Ａ、７０１、１
００１）。
【請求項１１】
　前記フレーム要素（１４）の表面構成もしくは構造構成は、前記フレームエリア区間（
１４Ａ）上に入射する前記光ビーム（３）の光部分の少なくとも６０％を吸収するように
構成された、
　請求項１０に記載のシート照明システム（１０１Ａ、７０１、１００１）。
【請求項１２】
　前記フレーム要素（１４）は、切欠きまたは溝など凹部を含むことによって、前記可視
前面エリア区間（１０Ａ）に対して少なくとも一部陥凹しており、前記凹部は、光トラッ
プ（２８Ａ、２８Ｂ）として構成された、
　請求項１０または１１に記載のシート照明システム（１０１Ａ、７０１、１００１）。
【請求項１３】
　前記フレーム要素（１４）は、フレーム幅のスケールで、粗粒子状の構造、大きな構造
、装飾物、もしくはまだら仕上げを含み、および／もしくは前記フレーム要素（１４）は
、前記可視前面エリア区間（１０Ａ）と本質的に重なり合わない光ビームの影の区域を生
み出すように配置される、
　請求項１０ないし１２のいずれか１項に記載のシート照明システム（１０１Ａ、７０１
、１００１）。
【請求項１４】
　前記投光器（２，１０２、７０２、１００２）は、前記光ビーム（４０３）のサイズを
制限するための、およびそれを適合するための光学システムを含み、それにより、前記第
１の境界に少なくとも一部従う第２の境界を形成する、
　請求項１ないし１３のいずれか１項に記載のシート照明システム（１０１Ａ、７０１、
１００１）。
【請求項１５】
　前記取付手段（１５０Ａ）は、前記投光器（３０２）および／もしくは前記反射器ユニ
ット（３０６）を装着し位置合わせするための高精度マウント（１６０、３６０）を含み
、
　前記高精度マウント（１６０、３６０）は、前記光ビーム（１０３）のサイズおよび前
記反射器ユニット（１０６）の向きおよび位置に応じて前記反射器ユニット（１０６）と
前記投光器（１０２）の間の相対位置を固定するようにさらに構成され、
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　前記高精度マウント（１６０、３６０）および／もしくは前記光学システム（３０２Ａ
）を制御し、前記第２の境界（３１３Ａ）を前記第１の境界（３１２Ａ）に少なくとも一
部適合するための制御ユニット（３６２）をさらに備えた、
　請求項１４に記載のシート照明システム（１０１Ａ、７０１、１００１）。
【請求項１６】
　前記反射器ユニット（３０６）は、前記第１の境界（３１２Ａ）に対する前記第２の境
界（３１３Ａ）に関する位置情報を提供するために、前記第１の境界（３１２Ａ）に近接
する光検出器（３６４）を含み、前記制御ユニット（３６２）は、前記位置情報に応答し
て前記高精度マウント（３６０）および／もしくは前記光学システム（３０２Ａ）を制御
し、それにより、前記光ビーム（３０３）と前記可視前面エリア区間（３１０Ａ）との適
正な位置合わせおよび一致を確保する、
　請求項１５に記載のシート照明システム（１０１Ａ、７０１、１００１）。
【請求項１７】
　前記発光層（１０）は、前記照明光ビーム（３Ａ）の光の前記直接光相関色温度より少
なくとも１．２倍大きい前記照明光ビーム（３Ａ）内に含まれない方向で、前記拡散光相
関色温度で拡散光を提供するように構成された、
　請求項１ないし１６のいずれか１項に記載のシート照明システム（１０１Ａ、７０１、
１００１）。
【請求項１８】
　前記発光層（１０）は、レイリー拡散器を含む、もしくは、側部照明ユニットおよび側
部点灯パネルユニットを有する２次照明発光層を含む、
　請求項１ないし１７のいずれか１項に記載のシート照明システム（１０１Ａ、７０１、
１００１）。
【請求項１９】
　前記投光器（６）は、第２の境界（１３Ａ）まで延びるフラットトップ強度プロファイ
ルを有する光ビーム（３）を提供するように構成される、
　請求項１ないし１８のいずれか１項に記載のシート照明システム（１０１Ａ、７０１、
１００１）。
【請求項２０】
　前記反射器ユニット（１１０６）の上流で前記光ビームを少なくとも一部囲むように配
置された光スクリーン（１１８８）、
　をさらに備えた請求項１ないし１９のいずれか１項に記載のシート照明システム（１０
１Ａ、７０１、１００１）。
【請求項２１】
　前記光スクリーン（１１８８）は、前記投光器（１１０６）を隠すための湾曲したスク
リーンまたはシェルを含む、
　請求項２０に記載のシート照明システム（１０１Ａ、７０１、１００１）。
【請求項２２】
　前記反射器ユニット（１０６）の上流で前記光ビーム（１０３’）を囲む容積内で人の
侵入を検出するように構成されたボリューメトリックモーションセンサ（１４８）と、
　前記ボリューメトリックモーションセンサ（１４８）からそれぞれの信号を受信するた
めの制御ユニットであって、侵入を検出した場合、前記投光器（１０２）からの発光を薄
暗くする、もしくはオフにするように構成された制御ユニットと、
　をさらに備えた請求項１ないし２１のいずれか１項に記載のシート照明システム（１０
１Ａ、７０１、１００１）。
【請求項２３】
　輸送ユニットの客室（１５２、１０５２、１１５２）であって、
　床構造物（１５４Ｂ）、側壁構造物（１５４Ａ）、および天井構造物（１５４Ｃ）と、
　請求項１ないし２２のいずれか１項に記載のシート照明システム（１０１Ａ、７０１、
１００１）と、
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　を備えた客室（１５２、１０５２、１１５２）。
【請求項２４】
　前記天井構造物の構造構成は、前記可視前面エリア区間（１０Ａ）の外側で少なくとも
一部前記第１の境界（１２Ａ）に沿って延在する前記反射器ユニット（６）のフレームエ
リア区間（１４Ａ）上に入射する前記光ビーム（３）の光部分の少なくとも６０％を吸収
するように、少なくとも一部フレーム要素（１１４）として構成される、
　請求項２３に記載の客室（１５２、１０５２、１１５２）。
【請求項２５】
　壁構成（１３２）をさらに備え、
　前記壁構成（１３２）は、
　前に前記反射器ユニット（１０６）が配置される背景壁区間（１３２Ａ）と、
　前記反射器ユニット（１０６）のそばを通る前記光ビーム（１０３）の光が入射する、
光を受ける壁区間（１３２Ｂ）と、
　を含み、
　前記背景壁区間（１３２Ａ）および前記光を受ける壁区間（１３２Ｂ）のうちの少なく
とも１つが、吸光色、粗粒子状の構造、大きな構造、装飾物、およびまだら仕上げの少な
くとも１つを含む、
　請求項２３または請求項２４に記載の客室（１５２、１０５２、１１５２）。
【請求項２６】
　請求項２３ないし２５のいずれか１項に記載の客室（１５２、１０５２、１１５２）を
備え、
　前記客室（１５２、１０５２、１１５２）は、１対のシート（１４２）と、ルーフ構造
物（７５４）と、前記目標領域（１４４）を画定する前記シート装置（１４０）として少
なくとも１つの後部シート（７４２Ｃ）とを含み、
　前記反射器ユニット（７０６）は、前記１対のシート間で前記ルーフ構造物（７５４）
に装着され、
　前記投光器（７０２）は、ルーフ構造物（７５４）または後部シート（７４２Ｃ）の背
もたれに装着され、前記投光器（７０２）は、光ビーム（７０３）を前方方向で反射器ユ
ニット（７０６）上に投光するようにさらに構成され、
　反射器ユニット（７０６）は、前記光ビームを前記目標領域（７４４）上に反射するよ
うに構成される、
　輸送ユニット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、照明システムに関し、詳細には、自然の日光照明を光学的に模するシート照
明システム、特に周囲空間の広くなった感覚／印象を伴うシート照明システムの組合せに
関する。
【背景技術】
【０００２】
　車、列車、または航空機内のシートなどシート装置には、たとえば、シート専用の読書
照明を提供するために照明システムがしばしば設けられている。
【０００３】
　列車、航空機、または車など乗物の客室内、ならびに閉じた、封じ込められた屋内環境
では、動きが取れなくなること、および封じ込められた環境を感じることによって引き起
こされる不快感を受けることがある。これは、たとえば、待合室、ワークステーションな
どにおいて、椅子、肘掛け椅子、シート、またはリクライニングチェアでの座位でかなり
の時間の間、留まっている、または待つことが必要な状況にも当てはまる。わずかな視界
に限られている、または全く見えないと、しばしばストレス、疲労、さらには不安が増大
することがある。航空機については、特許文献１に、乗員の快適さを改善するための天井
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照明が開示されている。さらに、特許文献２および特許文献２は、航空機客室内で使用す
るためのライティングシステムを開示している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】米国特許第７，４９４，２５５号明細書
【特許文献２】米国特許出願公開第２０１４／０３１３７５１号明細書
【特許文献３】米国特許第８，２６７，５５７号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　同じ出願人によって出願された欧州特許出願公開２３０４４７８号明細書、欧州特許出
願公開２３０４４８０号明細書、および国際公開第２０１４／０７６６５６号などいくつ
かの出願は、可視光を生成する光源と、透過に使用されるナノ粒子を含むパネルとを使用
する、すなわち、光源と被照明エリアがパネルの両側に配置されるライティングシステム
を開示している。これらのライティングシステムの動作中、パネルは、光源から光を受け
、透過時にいわゆるレイリー拡散器として働く。すなわち、晴天状態での地球の大気と同
様の光線を拡散する。具体的には、この概念は、日光に対応し照らされた物体があると影
をつくる、より低い相関色温度（ＣＣＴ）の指向性光を使用し、青空の光に対応し、原理
上、青い色合いの影をつくることができる、より大きいＣＣＴの光を拡散する。
　本開示は、少なくとも一部には、従来のシステムの１つまたは複数の態様を改善する、
またはそれを克服することを対象とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　第１の態様では、本開示は、目標領域を照明するためのシート照明システムを対象とす
る。シート照明システムは、シート表面と、シート表面に座る人のために画定された目標
領域とを有するシート装置を含む。シート照明システムは、シート装置に対して空間的に
固定される取付手段と、取付手段に装着され、反射表面、および第１の色で拡散光を均質
に放つための発光層を含む反射器ユニットとをさらに含み、発光層は、反射表面の前に延
在し、反射器ユニットの可視前面エリア区間を含み、可視前面エリア区間は、第１の境界
まで延在し、可視前面エリア区間を通って拡散光が放たれる。シート照明システムは、取
付手段に装着され可視前面エリア区間を全体的に照明するようにサイズが適合された光ビ
ームを生成するように構成され、その結果、光ビームの少なくとも一部分が、反射表面に
よって反射される前後に発光層を通過し、それにより目標領域上に向けて送られる照明光
ビームを第２の色で形成するようになっている投光器をさらに含む。
【０００７】
　他の態様では、車、バス、列車、または航空機など輸送ユニットの客室が、そのような
照明システムを含む。客室は、床構造物、側壁構造物、および天井構造物を含むことがあ
る。
　他の態様では、車、バス、列車、または航空機など輸送ユニットは、シート照明システ
ムを有するそのような客室を含む。
【０００８】
　上記の態様の他の実施形態については、参照により本明細書に組み込む特許請求の範囲
に開示されている。たとえば、いくつかの実施形態では、反射器ユニットは、たとえば同
じ出願人によって出願された「Ｃｈｒｏｍａｔｉｃ　Ｍｉｒｒｏｒ，　Ｃｈｒｏｍａｔｉ
ｃ　Ｐａｎｅｌ　ａｎｄ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎｓ　ｔｈｅｒｅｏｆ」という名称の２
０１４年５月１３日に出願されたＰＣＴ出願ＰＣＴ／ＥＰ２０１４／０５９８０２に開示
されているミラー構造物とすることができる。具体的には、ＰＣＴ出願ＰＣＴ／ＥＰ２０
１４／０５９８０２は、たとえば展示会の物体を太陽のように照明するために使用される
、ミラーリング表面と、ミラーリング表面の前面の拡散層とを有するミラーを開示してい
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る。拡散層は、入射光の短波長成分を、入射光の長波長成分に対して優先的に散乱させる
。たとえば、散乱は、レイリー状態またはレイリーのような状態で生じる。
【０００９】
　いくつかの実施形態では、取付手段は、シート装置の隣に延在し、および／または壁も
しくは剛性の構造物を介して機械的に連結されることによってシート装置に対して空間的
に固定され、すなわち固定配置を形成する。
【００１０】
　いくつかの実施形態では、光源に関連付けられた２次発光層が、たとえば側部から発光
層の追加的な照明のために使用される。例示的な実施形態が、たとえばＷＯ２００９／１
５６３４７Ａ１に開示されている。これらの実施形態では、発光層は、主にその２次光源
の光、または両光源からの光と相互作用し、拡散光をもたらすように構成することができ
る。
【００１１】
　いくつかの実施形態では、発光層からの（たとえば、照明光ビームに関連しない伝搬方
向における）拡散光成分のＣＣＴは、照明光ビームの光のＣＣＴより１．２倍大きい。
【００１２】
　いくつかの実施形態では、光源から来る光ビームは、発光層を２回通過する。いくつか
の実施形態では、反射表面は、平面状、または放物線など湾曲したものである。いくつか
の実施形態では、反射表面は、たとえば反射表面に対して少なくとも一部レリーフ形状で
ある、または反射表面に対して少なくとも一部陥凹した（たとえば、陥凹した切欠きまた
は溝を含む）フレーム要素によって取り囲まれている。
　いくつかの実施形態では、発光層は、レイリー拡散器を含む。
　本開示の他の特長および態様については、以下の説明および添付の図面から明らかにな
ろう。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】フレーム要素の概念を特に示す例示的な照明システムの概略図。
【図２】（Ａ）および（Ｂ）は、発光層の可視前面エリア区間を完全に照明することに関
する、観察者による反射器ユニットの感じ方の概略図、（Ｃ）および（Ｄ）は、発光層の
可視前面エリア区間の照明が不完全である場合の反射器ユニットの感じ方の概略図。
【図３】例示的なシート照明システムの概略図。
【図４】シート照明システムを有する例示的な客室の概略図。
【図５】隅に設置する概念を特に示す他の例示的な照明システムの概略図。
【図６】「完璧にフィットした」構成の概念を特に示す他の例示的な照明システムの概略
図。
【図７】車内の後部シート照明システムの例示的な設置の概略図。
【図８】車内の後部シート照明システムの例示的な設置の概略図。
【図９】車内の助手席シート照明システムの他の例示的な設置の概略図。
【図１０】列車または航空機の客室など、客室内のシート照明システムの概略図。
【図１１】列車または航空機の客室など、客室内の他のシート照明システムを示す概略図
。
【図１２】それぞれフレームが光トラップ構成にある例示的な反射器ユニットの正面図お
よび概略断面図。
【図１３】フレームが光トラップ構成にある他の例示的な反射器ユニットの概略断面図。
【図１４】アパーチャベースの理想的フィットの構成を示す概略図。
【図１５】色空間の概略図。
【図１６】照明システムにおける例示的な色測定の概略図。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下は、本開示の例示的な実施形態の詳細な説明である。ここに記載の、また図面に示
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されている例示的な実施形態は、本開示の原理を教示し、当業者が多数の様々な環境にお
いて、また多数の様々な応用例のために本開示を実施および使用することを可能にするも
のである。したがって、これらの例示的な実施形態は、発明保護の範囲の説明を限定する
ものではなく、そのようなものと解釈するべきでもない。そうではなく、発明保護の範囲
は、添付の特許請求の範囲によって定義されるものとする。
【００１５】
　本開示は、一部には、封じ込められた環境内で座っているときの不快感の問題に、封じ
込められた環境を光学的に広げることによって奥行き感覚の向上および視覚的な快適さの
増大をもたらすライティング手法によって対処することができるという認識に基づく。
【００１６】
　具体的には、投光器および反射器ユニットに基づく照明システムをシートに連結および
結合することにより、乗員などユーザは、「無限の空間」に開く窓のようなアパーチャの
効果から利益を享受することができることがわかった。照明システム（投光器および反射
器ユニット）とシートの間の相対位置は、封じ込められた環境内での快適さを最大限に向
上するように特に設定することができる。
【００１７】
　さらに、本開示は、一部には、日光を模する照明システムの反射構成により、シートま
たはシート装置に関連付けられた目標関心領域の照明など局部照明のための光源を実施す
ることができるという認識に基づく。本明細書ではシート照明システムと称するそれぞれ
のシステムは、読書灯、列車、車、航空機などにおける照明システムなど、日常生活応用
例の分野において感覚上の利点をもたらす。
【００１８】
　さらに、本開示は、一部には、投光器の明るい指向性光ビームを反射器ユニット内の一
体化された拡散パネル上に向けて送る（光ビームがパネルの奥のミラー表面上に向けて送
られるという意味で）ことにより、屋内設置における空間をミラーの奥に本質的に必要と
することなしに、奥行き感覚を平面ミラーに比べて著しく高めることができるという認識
に基づく。
【００１９】
　そのような構成では、脳は、投光器の射出ひとみにある明るい発光ピークを、反射器ユ
ニットのフレームなど周囲物に対して、特に相対位置の推定および奥行きの推定の点で、
比較および参照するようになる。換言すれば、観察者は、明るいピークと反射器ユニット
の縁部を、奥行きの手がかり、すなわち、焦点深度、運動視差、両眼視差などの点で比較
し始める。
【００２０】
　これらの奥行きの手がかり、およびそれらの典型的な有効性範囲のために、投光器のひ
とみがミラーからそれぞれの距離に配置されているとき、観察者は、反射器ユニットの周
囲物によって取り囲まれた光源を、遠くに、理想的には無限の距離に位置するものと知覚
し始める可能性がある。その結果は、周囲空間の広くなった感覚／印象という感覚を観察
者に与える－少なくとも部分的な－ブレークスルー効果である。この結果は、大きな部屋
／屋外について２ｍ以上の範囲、屋内応用例について１ｍ以上の範囲、車、列車、または
航空機内のシート装置など小さな環境について０．４ｍ以上の範囲の投光器のひとみと反
射器ユニットとの間の距離で生じることがある。
【００２１】
　さらに、典型的には、光源の高い輝度、たとえば投光器の射出ひとみの高い輝度は、－
観察者の見え方の点で－ミラーによって反射されるシーンの残りの部分のより低い輝度よ
り優位を占めることがわかった。しかし、前者は、一般に背景から出現し得る基準を観察
者に提供することができ、ヒトの視覚系は、周囲のシーンを知覚し続けることができる。
それにより、光源によって主導されるブレークスルー効果は、シーンの奥行きの様々な物
体および平面によって導入される中間基準により、低減される（さらには、無限から有限
につぶれる）可能性がある。これらの奥行きの物体および平面は、無限距離にある源の効
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果を取り消し、現実の有限の場合に基づく奥行き感覚を押し付ける可能性がある。
【００２２】
　したがって、反射器ユニットを越える無限空間／無限距離の感覚の効果は、環境内の物
体が反射器ユニット／ミラー内の感覚から除外された場合、依然として有効である可能性
があることがさらにわかった。具体的には、そのような除外は、特に均一な発光層、たと
えば拡散層をミラー表面に重ね合わせた場合に確実化することができることがわかった。
この状況では、発光層は、背景の姿の光の感じ方を抑制するコントラスト抑制ユニットと
して働く。発光層は、下記で論じるように、散乱層、光源によって投光される光ビームの
拡散部、ルミネセンス層、側部点灯パネル（ｓｉｄｅ－ｌｉｔ　ｐａｎｅｌ）など様々な
方法で提供することができる。一般に、発光層は、広い散乱角で放たれる拡散光の基礎と
なり得る。さらに、発光層の感じ方の均一性が、反射される光ビームを反射器ユニット上
のその「周囲」から分離する度合いをさらに高めることができる。
【００２３】
　発光拡散層は、均一である（たとえば、その姿を捉えることができる、または焦点機構
を駆動することができる、および／または目で解像可能である可視の巨視的な構造物を有
していない）ことにより、必ずしもはっきりと特定の奥行きの手がかりを提供しないこと
があるが、ミラー機構と重なり合うように設けられる追加の曇りが、特に非常に明るい背
景構造物によって引き起こされる光信号のコントラスト抑制器として働くことができる。
【００２４】
　換言すれば、発光層を設けることにより、たとえばシーン（壁、家具など）の輝度を発
光拡散層の輝度のレベルより十分低くかき消すことによって、上記のブレークスルー低減
の技術的問題を克服することができる。ここで、層の輝度は、シーンの輝度より著しく高
いが、光源の輝度よりはるかに低いようになっていてもよい。
【００２５】
　さらに、観察者は、反射器ユニットによって画定される視野内で本質的に３つの主要素
、すなわち、明るいピーク、均一な輝度の背景、および本明細書ではフレームのようなエ
リアと称される発光層の直接的な周囲を知覚するようになり得ることがわかった。
【００２６】
　さらに、反射構成では、－上述の透過構成とは対照的に－光ビームは、発光層を越えて
、特に発光層の可視前面エリア区間を越えて横方向に延びることがあることがわかった。
したがって、光ビームは、フレームのようなエリアの見え方に影響を及ぼすことがあり、
これもやはり、光ビーム／投光ベースの照明の印象に影響を及ぼすことがある。したがっ
て、フレームのようなエリアの、そのような光ビームベースの照明の視覚的印象を低減す
る、さらには回避するために特別に注意することにより、広くなった感覚の効果を高める
ことができる。
【００２７】
　１つのタイプの構成として、フレームのようなエリア内に配置されるフレーム要素を導
入し、可視前面エリア区間の外側で、少なくとも一部第１の境界に沿って延在する反射器
ユニットのフレームエリア区間を形成することができることがわかった。フレーム要素は
、特にフレームエリア区間上に入射する光ビームの光が、たとえば吸収、反射、および／
または光誘導によって照明システムから本質的に除去されるように、フレームエリア区間
上に入射する光ビームの光部分が照明光ビームに貢献することを本質的に回避するように
構成することができる。
【００２８】
　他のタイプの構成として、少なくともフレームのようなエリアの一部の区間内に延びな
いように光ビームのサイズを少なくとも一部適合させることができることがわかった。た
とえば、第１の境界に少なくとも一部従う、たとえば発光層の可視前面エリア区間を完全
に照明するがそこを越えて照明しない光ビームの第２の境界を形成することによって、フ
レームのようなエリアの、光ビームベースの照明の低減を達成することができることがわ
かった。光ビーム（特にその形状およびサイズ）のそのような制限および適合のために、
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投光器は、たとえば光学システムを含むことができる。さらに、制御構成を提供し、光ビ
ームの外側境界と発光層の外側境界の一致を維持することができる。
【００２９】
　他のタイプの構成として、光ビームの光が可視前面エリア区間のそばを自由に通ること
ができるように照明システムを構成することができることがわかった。具体的には、観察
者が知覚可能な少なくとも大部分が、たとえば、反射器ユニットの観察者を光ビーム照明
に結び付けることになる構造物上に投影されない。たとえば、反射器ユニットは、光ビー
ムが可視前面エリア区間しか照明しないように、または光ビームが遭遇する構造物を反射
器ユニットから空間的に分離するように大きな入射角の元で照明するように、スタンドラ
ンプの支柱の上端に装着することができることがわかった。
【００３０】
　さらに、様々なタイプの構成を組み合わせて適用し、たとえば、一部の区間内にフレー
ム要素を設け、フレームのようなエリアの別の区間内ではビーム形状を完璧に適合させる
ことができることがわかった。
【００３１】
　さらに、色（たとえば、青みがかった空のような、たとえば７，０００Ｋ以上の範囲内
の色）を有する発光層によって放たれる光を提供することにより、たとえばフレーム要素
構造物内の得られる青い背景は、奥行き感覚をさらに向上させることができることがわか
った。特に、青色は、空中の遠近感に関連付けられ得る。さらに、これは、観察者から遠
く離れた風景要素の姿に何が起こっているかと同様に、中間輝度層の知覚される距離を無
限大へシフトさせることができる。
【００３２】
　全体的な効果は、空と太陽が見える開いた窓に似たものになり得ることに留意されたい
。換言すれば、観察者にもたらされる感覚は、青空に囲まれた、無限の距離にある明るい
太陽に向かって開かれた窓によって作り出されるものである。
【００３３】
　さらに、透過にパネルを使用する上記で論じたライティングシステムを参照すると、本
開示は少なくとも一部には、これらの「透過」ライティングシステムを使用して無限の奥
行き感覚を生み出すことは、投光器が配置されるパネルを越えて／その奥に（たとえば、
パネルから数メートル移されて）著しい容積を必要とし得るという認識に基づく。折り畳
みミラーを使用し、それにより必要とされる光路長を折り畳み、システムの奥行きを削減
するときでさえ、透過構成の最終的なサイズは、屋内設置において空間を著しく失う可能
性がある。対照的に、本明細書に開示されている反射構成を使用することは、屋内空間の
効率的な使用を可能にすることができる。
【００３４】
　さらに、日光のような照明の完璧な感覚を、たとえば限られた空間しか使用可能でない
－ＣＣＴおよび空間内の光の分布および光の伝搬方向（拡散光および有向光）の特定の光
の感じ方のために、シート照明システムにおいて達成することができないときでさえ、照
らされた領域と影の区域との間のコントラスト、ならびに自然照明に典型的な他の特長が
、照明の体験に前向きの影響を及ぼすことができることがわかった。
【００３５】
　以下では、シート照明システムの例示的な構成（図３（Ａ）から図３（Ｃ））、ならび
にそれらの客室（たとえば、図４、図１０、および図１１参照）および車（たとえば、図
７（Ａ）から図９（Ｄ）参照）内での設置について述べる。さらに、シート照明システム
の基礎を形成することができる照明システムについて、下地となる反射の概念を示すため
にさらに述べる。たとえば、例示的なフレームタイプ構成について図１、図１２（Ａ）、
図１２（Ｂ）、および図１３に関連して述べ、フレームのような構成について図５に関連
して述べ、「理想的フィット」の構成について図６に関連して述べる。
【００３６】
　光学設計の一般的な概念が、図２（Ａ）から図２（Ｄ）に関連して開示されている。反
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射器ユニットの例示的な側部点灯構成については、本明細書に開示されている反射構成に
おいて等しく適用することができる上述の日光を模する照明の透過式概念の分野における
それぞれの特許出願を参照されたい。光の分布、着色、および色測定の態様については、
図１５および図１６に関連して述べる。
【００３７】
　本明細書では、照明システムは、本質的に光源と、とりわけ日光のような照明を可能に
する特定のタイプの反射器ユニットとを含むと考えられる。これらの構成要素は－シート
照明システムの一部として－シート装置のそれぞれの目標領域が照明されるように、シー
ト装置に対して特に適合され、向けられ、装着される。下地となる照明システムの様々な
特徴について、以下で例示的に述べ、次いでシート装置における選択された例示的な実装
の状況に進む。
【００３８】
　図１を参照すると、光学セットアップの態様、ならびに照明システム（本明細書に概し
て開示されている）の感じ方の態様が、例示的なフレームベースの照明システム１につい
て記載されており、照明システム１は、本明細書に開示されているシート照明システム内
で使用することができる。
【００３９】
　照明システム１は、ある放射立体角で光を放ち、主光ビーム方向４（主ビーム軸とも称
される）に沿って伝搬する光ビーム３（図１では、破線１３によって境界を画されている
）を形成するように構成された光源２を含む。一般に、光源２は、たとえば、白色光源と
することができる。光源の例示的な実施形態は、ＬＥＤベースの発光体または放電ランプ
ベースの発光体またはｈｙｄｒａｒｇｙｒｕｍ　ｍｅｄｉｕｍ－ａｒｃ　ｉｏｄｉｄｅラ
ンプベースの発光体またはハロゲンランプベースの発光体と、それぞれの発光体の下流の
それぞれの光学システムとを含むことができる。
【００４０】
　本明細書に開示されている技術に適用可能な光源に関しては、その内容を全体として本
明細書に組み込む、同じ出願人によって出願された「Ｌｉｇｈｔ　ｓｏｕｒｃｅ　ａｎｄ
　ｓｕｎｌｉｇｈｔ　ｉｍｉｔａｔｉｎｇ　ｌｉｇｈｔｉｎｇ　ｓｙｓｔｅｍ」という名
称の２０１４年５月１４日に出願されたＰＣＴ／ＥＰ２０１４／００１２９３をさらに参
照されたい。特に、ＰＣＴ／ＥＰ２０１４／００１２９３は、高品質光ビームを提供する
光源構成を示している。
【００４１】
　照明システム１の寸法を削減するために、それぞれの発光体の下流の光学システムは、
折り畳み光学部品（図１の実施形態には図示せず）またはアパーチャベースの結像システ
ム（たとえば、図１４（Ａ）および図１４（Ｂ）に関連する下記の説明参照）など、光学
システムを含むことができる。光学結像システムについては、たとえば、下流の光学構成
要素と寸法において特に一致する反射された光ビームの光線に対する幾何学的条件があり
得る。
【００４２】
　照明システム１は、光源２から発せられる光を、照らされるべき領域、たとえば座って
いる人が光を必要とするであろうエリア、たとえば読書時のその膝の上に結合する反射器
ユニット６をさらに含む。一般に、反射器ユニット６は、反射表面８Ａおよび発光層１０
を提供する反射構造物８を含む。
【００４３】
　反射表面８Ａは、一般に、発光層１０を通過した光を反射する任意のタイプの光学的に
働く界面である。たとえば、反射表面８Ａは、アルミニウム層の表面、または反射コーテ
ィングなど構成要素間の界面とすることができる。反射表面８Ａにより、反射表面８Ａに
入射する光ビーム３の光は、発光層１０を再び通過するように向け直され、その後、照明
光ビーム３Ａ（図１では、１点２鎖線７Ａによって境界を画されている）を形成する。図
１では、可視の太陽の場所の範囲７が示されているが、「可視の太陽の場所」という表現
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で「太陽」が例示的に参照されている。なぜなら、照明システム１の特に印象的なタイプ
の実施形態は、太陽のような照明に関するからである。したがって、照明光ビーム３Ａは
、シート装置に関連付けられたシート表面の前面とすることができる、および／またはシ
ート表面を少なくとも一部覆うことができる、照明を受ける領域内に向けて送られる。照
明光ビーム３Ａは、有向光を含む（後に照明システムの有向（光）成分とも称される）。
【００４４】
　発光層１０は、概して、第１の色、たとえば空を模する場合、青みがかった空色で拡散
光（後に照明システムの拡散（光）成分とも称される）を放つように構成される。発光層
１０は、反射表面８Ａに重ねられ、反射表面８Ａの前に延在し、観察者が反射器ユニット
６を見ているとき見ることができる反射器ユニット６の可視前面エリア区間１０Ａを含む
。可視前面エリア区間１０Ａは、第１の境界１２Ａまで延在する（閉じた線を形成する）
。可視前面エリア区間１０Ａを通って／そこから、拡散光成分が放たれる。
　図１の例示的な実施形態では、フレームのようなエリアが可視前面エリア区間１０Ａの
隣に延在し、それを囲む。
【００４５】
　光源２は、可視前面エリア区間１０Ａを全体的に照明するためにサイズが適合される光
ビーム３を供給する。特に太陽を模する構成における一貫した感じ方のために、全体的な
照明は、照明を受ける領域をまたいで観察者が移動したとき太陽が第１の境界１２Ａの奥
に消えるまで見えることを確実化する（図２（Ａ）から図２（Ｄ）の説明も参照）。さら
に、下記で論じるように発光層１０による光の受動的生成の場合、可視前面エリア区間１
０Ａの全体的な照明により、可視前面エリア区間１０Ａ全体が第１の色での拡散光成分に
貢献しそれを生成する。
【００４６】
　可視前面エリア区間１０Ａを全体的に照明することにより、光ビーム３の少なくとも一
部分は、反射表面８Ａによって反射される前後に発光層１０をさらに確実に通過する。反
射表面８Ａは、同様に第１の境界１２Ａまで延在するので、照明光ビーム３Ａがサイズに
おいて第１の境界１２Ａに対応することが確実化される。照明光ビーム３Ａは、たとえば
照明光ビームＣＣＴに関連付けられる第２の色を有する。発光層１０によって放たれる光
に関連付けられた第１の色と照明光ビーム３Ａに関連付けられた第２の色は、色空間内で
分離される。
【００４７】
　たとえば、第１の色と第２の色は、少なくとも０．０１、０．０２５、または０．０４
など、少なくとも０．００８だけＣＩＥ１９７６（ｕ’，ｖ’）色空間内で分離すること
ができ、色差Δｕ’ｖ’は、ｕ’ｖ’色空間内のユークリッド距離として定義される。特
に太陽を模する構成のためには、第２の色の照明光ビームＣＣＴは、黒体軌跡に（たとえ
ば、８００Ｋから６，５００Ｋの範囲内）近いものとすることができる。いくつかの実施
形態では、第２の色は、たとえば０．０６の黒体軌跡からの最大距離を有するｕ’ｖ’点
に対応することができる。換言すれば、黒体軌跡からの距離は、たとえば、Δｕ’ｖ’≦
０．０６０によって与えられる８００Ｋから６，５００Ｋの範囲内にある。この状況では
、図１５および関連の開示をも参照されたい。
【００４８】
　当業者には明らかであるように、発光層１０の光ビーム３との相互作用に応じて、光ビ
ーム３および照明光ビーム３Ａの色および／またはＣＣＴは、本質的に同一であっても異
なってもよい。ナノ粒子のタイプおよびそれらの濃度に応じて、ＣＣＴ差は、たとえば少
なくとも３００Ｋ、さらには１，０００Ｋ以上となり得る。
【００４９】
　図１の実施形態では、反射器ユニット６は、可視前面エリア区間１０Ａの外側およびそ
の隣に延在する反射器ユニット６のフレームエリア区間１４Ａを形成するために、フレー
ムのようなエリア内に配置されたフレーム要素１４をさらに含む。フレームエリア区間１
４Ａは、第１の境界１２Ａに沿って、たとえば１つまたは２つの側に接し、そこで少なく
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とも一部延在する。
【００５０】
　一般に、フレーム要素１４は、フレームエリア区間１４Ａ上に入射する光ビーム３の光
部分に照明光ビーム３Ａに貢献することを本質的に回避する、または少なくとも低減する
ように構成される。その結果、フレームエリア区間１４Ａ上に入射する光は、もはや照明
システム１のフレームエリア区間１４Ａを照明するものと知覚されない可能性がある。た
とえば、フレームエリア区間１４Ａ上に入射する光ビーム３の光は、たとえば吸収、反射
、および／または光誘導によって本質的に除去される。代替として、またはそれに加えて
、たとえばエンボス加工されるレリーフでのフレームの表面構造の構成は、可視前面エリ
ア区間の感じ方に関して不連続性を提供することができ、それにより、フレームエリア区
間１４Ａからの光を光ビーム３から独立しているものとして知覚可能なものにする基本条
件を形成することができる。
【００５１】
　それに加えて、または代替として、フレームエリア区間１４Ａの感じ方は、吸収率（す
なわち、指定Ｅ２８４－０９ａ　ｏｆ　Ｓｔａｎｄａｒｄ　Ｔｅｒｍｉｎｏｌｏｇｙ　ｏ
ｆ　Ａｐｐｅａｒａｎｃｅに従った、吸収された放射または光束と入射放射束との比）、
たとえば６０％以上の範囲内の吸収率を提供することによって、光ビーム３から切り離す
ことができる。しかし、表面変調の深さ（ｔｈｅ　ｄｅｐｔｈ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｓｕｒｆ
ａｃｅ　ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）および一般的な照明システムのサイズなど、一般的な－
感じ方に影響を及ぼす－条件に応じて、白または灰色であるフレームなど、フレームエリ
ア区間１４Ａの本質的に明るい着色もまた許容可能とすることができる。
【００５２】
　可視の太陽の場所の範囲７内から反射器ユニット６上を見ると、観察者は、範囲７内で
図１に概略的に示されている光の感じ方を有することができる。光の感じ方は、反射器ユ
ニット６と、それぞれの観察者位置に特有である１点鎖線７Ｂによって示されているよう
にそこから来る光とに本質的に依存する。具体的には、照明システム１は、可視の太陽の
場所の範囲７内に入射する著しい強度の光が第１の境界１２Ａ内から発せられるように構
成される。著しい強度の光は、照明光ビーム３Ａの光（光源２から発せられ、反射器ユニ
ット６によって向け直される光ビーム３の光である）と、反射器ユニット６の可視前面エ
リア区間１０Ａから発せられる、特に発光層１０から発せられる拡散光とを含む。さらに
、光の感じ方は、－図１の実施形態の場合－たとえば、可視前面エリア区間１０Ａ周りの
暗い色のフレームのようなエリアを含む。
【００５３】
　上記に示されている光の感じ方に従って、観察者は、可視の太陽の場所の範囲７内から
反射器ユニット６上を見たとき、第１の色で均質に放たれた拡散光に基づいて可視前面エ
リア区間１０Ａに対応する大きなエリア１６を見ることになる。大きなエリア１６は、均
質に、または光ビームによって本質的に照明されないものとして知覚されるフレームのよ
うなエリア１８によって囲まれる。なぜなら、フレームエリア区間１４Ａ上に入射する光
は、照明システム１から除去され、したがってもはや反射器ユニット６の感じ方において
積極的に参加しないからである。さらに、観察者は、光源２、特に照明光ビーム３Ａの反
射光によって引き起こされる第２の色で太陽のようなスポット１９を見ることになる。
【００５４】
　反射器ユニット６は、（平面状の）矩形、方形、または円形など、任意の形状のもので
あってよい。反射器ユニット６は、光源２の光を少なくとも一部反射している。反射器ユ
ニット６の発光層１０は、可視範囲内の光を実質的に吸収せず、入射光の長波長成分に対
して短波長をより効率的に拡散するレイリー拡散器など拡散光発生器として動作すること
ができる。レイリーのような拡散器の光学特性および微視的な特性は、欧州特許出願公開
２３０４４７８号明細書においてなど、上述の透過タイプの特許出願について詳細に記載
されている。
【００５５】
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　いくつかの実施形態では、反射器ユニット６は、本明細書では受動的拡散光生成と称さ
れる、光源２の光を拡散するために、発光層１０を提供する。受動的拡散光生成の場合、
および光ビーム３が可視前面エリア区間１０Ａを完全に照明するのに十分に発散するとい
う仮定の下で、反射器ユニット６は、完全な可視前面エリア区間１０Ａから発せられる２
つの成分、特に下記に光ビーム３を分離する。すなわち、
【００５６】
　反射（有向非拡散）成分。発光層１０を２回通過し、反射表面８Ａによる反射の他に著
しい偏差を受けない光線によって形成され、たとえば、互いにたとえば０．１°未満の偏
差を受ける光線同士によって形成される。透過成分の光束は、発光層１０上に入射する光
束全体のごく一部分である。いくつかの実施形態では、発光層１０は、低角度の白色散乱
の特徴を入来光ビーム上に重ね合わせ、それにより照明光ビームは、小さい円錐（たとえ
ば、５°未満）内の方向の広がりを含み、しかしそのような修正された照明光ビームも依
然として、本開示の目的で、有向光ビームと考えられる（そのような低角度の散乱は、光
源アパーチャにわたって不均質性を平均化することを可能にすることができることに留意
されたい）。
【００５７】
　拡散成分。可視前面エリア区間１０Ａを通って発光層１０を出る散乱光によって形成さ
れる（その照明光ビーム方向、および０．１°だけその照明光ビーム方向から異なる方向
を除く）。拡散成分は、発光層１０を直接出る散乱光と、反射表面８Ａによって反射され
る散乱光とを含む。拡散成分の光束は、発光層１０上に入射する光束全体から生成される
青い天空光部分に対応し得る。
　受動的散乱光生成の場合、発光層１０の光学特性は、以下のようなものとすることがで
きる。
【００５８】
　拡散成分の割合は、可視前面エリア区間１０Ａ上に落ちる全光に対して、７％から４０
％の範囲内、さらには１０％から３０％の範囲内、または１５％から２０％の範囲内など
、５％から５０％の範囲内である（これに関して、低角度散乱は、拡散成分に貢献すると
考えない）。
【００５９】
　拡散成分の平均ＣＣＴは、たとえば、０．１°より小さい角度で、反射成分の平均相関
色温度ＣＣＴより著しく高く、たとえば、１．２倍、または１．３倍、または１．５倍以
上高い可能性がある。
　発光層１０は、入射光を著しく吸収しない。すなわち、２つの成分の和は、少なくとも
８０％、または９０％、さらには９５％、または９７％以上に等しい。
【００６０】
　発光層１０は、大部分を前方に、すなわち、後方散乱されるものより１．１倍、または
１．３倍、さらには１．５倍、または２倍を越えて散乱することができる。最初の通過中
の前方散乱光は、反射表面８Ａによって反射される。
【００６１】
　発光層１０それ自体は、低反射を有することができ、すなわち、光ビーム３の入射光の
９％、または６％、さらには３％、または２％未満より少ない部分が反射される。
【００６２】
　他の実施形態では、発光層１０は、本明細書では側部点灯構成と称される、拡散成分の
ための基礎として光を提供するように適合された別個の光源によって少なくとも一部照明
されてもよい。
【００６３】
　一般に、光源２は、たとえば斜めの入射について５０°、または急角度の入射について
約２０°など、たとえば約１５°から約７０°の範囲内の反射器の法線に対するビーム軸
の入射角の下で発光層１０の前面を全体的に照明することができる。いくつかの実施形態
では、光源２は、たとえば発光層１０が部屋の天井の平面に対して傾斜しているとき、た
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とえば発光層１０の中心より下方に本質的に垂直に配置されてもよい。光ビームのアパー
チャ（開放）の角度は、約１０°から約６０°の範囲内にあり得る。
【００６４】
　一般に、反射器ユニット６は、図１に概略的に示され下記でより詳細に述べるように、
光ビームと相互作用するように光源２のファーフィールド内に配置される。高品質光ビー
ム－たとえば、５°以下の範囲内の投光器角度ひとみサイズ（ｐｒｏｊｅｃｔｏｒ　ａｎ
ｇｕｌａｒ　ｐｕｐｉｌ　ｓｉｚｅ）を有する－は、光源２が太陽のような印象をもたら
すことを可能にすることができる。
【００６５】
　図１は、例示的な光ビーム３を、ファーフィールド内の発散光ビームとして示す。ファ
ーフィールドは、光源２によって生成される近接場に依存し、主光ビーム方向４によって
特徴付けられる。発散光ビーム３にわたる局部伝搬方向、すなわち有向非拡散光の伝搬方
向は、発散光ビーム３の、および照明光ビーム３Ａの断面内の位置に応じて修正／変更さ
れる。光ビーム３について例示的に示され、しかし照明光ビーム３Ａにも同様に適用可能
であるが、中央の伝搬方向２２は、光ビーム３の内側エリア内で主光ビーム方向４に対し
て本質的に平行である。しかし、伝搬方向２４は、内側エリアから距離が増大するにつれ
て主光ビーム方向４に対して徐々に傾斜する。例示的には、図１には、発散光ビーム３の
、ならびに照明光ビーム３Ａの２×５°＝１０°のビーム発散（ファーフィールド内の全
角度広がり（ｔｏｔａｌ　ａｎｇｕｌａｒ　ｓｐｒｅａｄ）とも称される）に対応する最
も遠くの光ビーム部分について５°の最大角度が示されている。
【００６６】
　一般に、光源２は、発光ユニット、コリメーションユニット、および均質化ユニットを
含むことができ、これらは、光学的な近接場を画定し、たとえば完全に露光され、均質な
輝度と発光ユニットの元のエタンデュと同程度を維持するエタンデュとを有する発光表面
を表す光源出口アパーチャを通じて光を放つ光学ユニットである。
【００６７】
　光源２は、発光ユニット内で行われる１次光生成プロセスを操作することに対して電子
的な背景を提供するための電子制御ユニット（図示せず）をさらに含むことができる。同
様に、光源２は、光学ユニットのための支持を提供し、それらを互いに対して固定した状
態で配置するためのハウジングなど構造構成要素を含むことができる。さらに、生成され
る光は、それぞれの照明条件の特定の側面に対して適合可能である。具体的には、生成さ
れる光は、たとえば拡散成分および有向成分の所望の色を提供するために、反射器ユニッ
ト６との相互作用に適合させることができる。この適合は、とりわけ、放射方向分布、色
スペクトル、および強度分布に関する。
【００６８】
　たとえば、光源２は、１００ｎｍより大きい、たとえば１７０ｎｍより大きいスペクト
ル幅を有する４００ｎｍと７００ｎｍの間の波長を有する光スペクトルの可視領域内の光
を供給する。
【００６９】
　それぞれの実施形態に応じて、光源２と反射器ユニット６の間の距離は、たとえば０．
１５ｍの出口アパーチャを有する光源について１．５ｍから７ｍの範囲内にあってよい。
そのような状況では、光源と観察者の間の光学的距離は、たとえば少なくとも２．５ｍか
ら９ｍ以上の範囲内である。同様に、たとえばシート照明応用例など屋内設置のためには
、光源２と反射器ユニット６の間の距離は、たとえば０．０５ｍの出口アパーチャを有す
る光源について０．５ｍから１ｍの範囲内とすることができる。そのような状況では、光
源と観察者の間の光学的距離は、たとえば少なくとも０．５ｍから１ｍ以上の範囲内とす
ることができる。
【００７０】
　本明細書に開示されているライティングシステムの場合、ファーフィールド内の必要と
される全角度広がりは、照明を受ける反射器ユニット６までの距離およびそのサイズに依
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存する。４５°下で照明される１ｍ×２ｍのサイズを有する矩形の物体（反射器ユニット
６）について、それぞれ１０°と３０°の直交全角度広がりが、光源２と反射器ユニット
６の間の許容される距離をもたらす。たとえば、シート照明応用例など屋内応用例のため
には、反射器のサイズは、０．２ｍ×０．２ｍ（たとえば、急角度の入射の場合）または
０．２ｍ×０．４ｍ（たとえば、斜めの入射の場合）の範囲内とすることができる。当業
者には明らかであるように、５°から６０°の範囲内または５°から５０°の範囲内の全
角度広がりが、本明細書で論じられているライティングシステムのいくつか、および反射
器ユニット６のそれぞれの形状に適用可能となる。
【００７１】
　上記のように、光源２は、可視前面エリア区間１０Ａを完全に照明するように特に適合
される特定の形状の光ビーム３を有するように設計することができ、またはそれを供給す
るように適合可能なものとすることができる。それぞれの光源は、光ビーム３のサイズを
制限するための、およびそれを適合するための光学システムを含むことができる。たとえ
ば、光源は、ズームレンズシステム、ならびに／またはフライアイ構成、本質的に理想的
なＣＰＣ構成、反射器ユニットの上流の透過アパーチャおよび／もしくは反射アパーチャ
ベースの結像システムなど、ビーム形状画定用の結像システムを含むことができ、それに
より、特に少なくとも一部には、光ビームのサイズを適合し、第１の境界１２Ａに少なく
とも一部従う第２の境界を形成する。
【００７２】
　図１に示されている光の感じ方を再び参照すると、第１の境界１２Ａは、可視前面エリ
ア区間１０Ａの境界を画する。破線１３に対応する第２の境界１３Ａは、反射器ユニット
６上に形成される。第２の境界１３Ａは、たとえば第２の境界１３Ａの領域内で半径方向
に輝度が急激に減少するフラットトップビームのために与えられたとき光ビーム３の横方
向範囲に対応する。
【００７３】
　光ビーム３は、少なくとも可視前面エリア区間１０Ａを完全に照明するような大きさで
ある。したがって、図１の実施形態では、第２の境界１３Ａにより、フレームエリア区間
１４Ａ上で、内側領域が光ビーム３によって照明され、外側領域が光ビーム３によって照
明されないことになる。暗いフレームのようなエリア１８では、破線１８Ａは、それらの
領域間の対応する移行線を示す。しかし、フレームエリア区間１４Ａは、入射光によりそ
の見た目が影響を受けないように構成されるので、暗いフレームのようなエリア１８は、
本質的に、光ビーム３によってその内側領域において照明されていないものとして見える
。
【００７４】
　第１の境界１２Ａ内に落ちるビーム部分だけが反射されるので、照明光ビーム３Ａは、
その横方向範囲が、図１では第３の境界を示し可視の太陽の場所の範囲７を画定する１点
２鎖線７Ａによって示される可視前面エリア区間１０Ａのサイズによって画定されること
になる。可視の太陽の場所の範囲７の外側にいるとき、観察者は、－反射器ユニット６を
見たとき－本質的に均質に発光する拡散光エリアに気付くことになることに留意されたい
。拡散光は、空の色スペクトル内にあり、図１の実施形態では、フレーム要素１４によっ
て囲まれる可能性があり、しかし反射装置としての太陽のようなスポットなしでは、観察
者は、光源２の射出ひとみを見ることができない。さらに、観察者－可視の太陽の場所の
中または外側にいる－は、可視の太陽の場所の範囲７内に位置する表面を照明する光ビー
ム３Ａのコリメートされた光を見る。それにより、日光を模したものの感覚を向上させる
ことができる。
【００７５】
　図１は、例示のために、個々に、互いに分離された反射器ユニット６の構成要素を示す
ことにさらに留意されたい。しかし、当業者なら、様々な構成要素が、それらの機能が必
要とする程度に互いに「近く」にあることを理解するであろう。たとえば、反射構造８、
したがって反射表面８Ａは、発光層１０の裏側と接触してもよい。フレーム要素１４は、
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可視の太陽の場所の範囲７内にいる観察者が光学的な不整合を解像しないように、必要な
だけ発光層１０に近くてもよい。
【００７６】
　さらに、図１に示されているように、反射器ユニットの前面のフレームエリア区間１４
Ａおよび可視前面エリア区間１０Ａは、平面（たとえば、湾曲した、または平面状の平面
）内に配置し、それにより平坦／連続的な前面の印象をもたらしてもよい。
【００７７】
　一般に、フレーム要素１４は、可視前面エリア区間１０Ａと本質的に重なり合わない光
ビームの影の区域（すなわち、光ビーム３による照明を受けないフレーム要素の下流の領
域）を生み出すように配置されてもよい。これにより、特に、図２Ａから図２Ｄとの組合
せで下記で論じるものと同じ完全な照明を確保することができる。この場合も、影の区域
の範囲は、可視の太陽の場所の範囲７内にいる観察者が光学的な不整合、この場合は、た
とえば可視前面エリア区間１０Ａを通って放たれる拡散成分の不均一を解像しないように
制限される。
【００７８】
　図１に関連して開示されている態様および特徴は、残りの図に関連して他の実施形態に
ついて下記で開示される実施形態に等しく適用可能となることを、当業者なら理解するで
あろう。これは、たとえば、発光層および光源、ならびに光伝搬の説明にも当てはまる。
【００７９】
　図１に示されているフレーム要素１４に戻ると、フレーム要素の表面構成および／また
は構造構成は、一般に、それぞれのフレームエリア区間上に入射する光ビーム３の光部分
の少なくとも６０％を吸収するように構成することができる。具体的には、少なくとも６
０％の吸収率は、可視スペクトル内（たとえば、４００ｎｍと７００ｎｍの間の範囲内）
、または少なくとも投光器の電力スペクトル密度がそのピーク値の１０％より大きい可視
スペクトルの部分内で与えられ得る。そのために、フレーム要素１４は、吸光色を備えて
もよい。
【００８０】
　代替の、または追加の構造構成に関しては、フレーム要素は、たとえばフレーム幅の０
．０２から０．２などフレーム幅のスケールで、粗粒子状の構造、大きな構造、装飾物、
および／またはまだら仕上げを含むことができる。たとえば、粗粒子状の構造を有するフ
レーム要素は、フレーム幅の０．０２～０．４倍のスケールの平均粒子／セルサイズで、
塗装もしくは印刷（２Ｄ）または成形／レリーフでの仕上げ（３Ｄ）される市松模様、唐
草模様、ランダムな装飾、またはフラクタルパターンなど、大きな（たとえば、巨視的、
可視）構造を含むことができる。それに加えて、または代替として、フレーム要素は、フ
レーム要素の表面積の少なくとも５％が吸収率において（フレーム要素上の）平均値から
１０％超異なるように吸収率変調部を備えることができる。一般に、構造化表面は、部分
的に照明されたときでさえ、フレームの見た目を光ビーム３による照明に関連付けること
を可能にしない、または少なくとも大きく妨げる可能性がある光学的な見た目の不均一を
もたらす可能性がある。しかし、この場合も、構造の高さは、可視前面エリア区間の完全
な照明に影響を及ぼすべきでない。
【００８１】
　図２（Ａ）および図２（Ｂ）は、全体的な照明の影響を示し、これは、範囲７を出入り
する移行時に特に重要である。その移行時には、光源２のアパーチャが視野に入ることに
なる。完全な照明のためには（フレーム構成について図２（Ａ）、下記でより詳細に述べ
る理想的フィットの構成について図２（Ｂ）に示されている）、「太陽」が大きなエリア
１６の境界にちょうど現れる（かつ消える）ことになる。
【００８２】
　対照的に、図２（Ｃ）を参照し、フレーム１４Ｂが可視前面エリア区間１０Ａ上で影の
区域２６を生成すると仮定すると、光ビーム３は、可視前面エリア区間１０Ａの一部１６
’だけを照明する。したがって、可視前面エリア区間１０Ａ（受動的構成に関すると仮定
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）の感じ方は、異なる見た目の２つの部分に分割される－１つは照明され、１つは影の区
域２６内にある。さらに、「太陽」１９’が影の区域２６と可視前面エリア区間１０Ａの
一部１６’との間の境界、すなわちフレームに対して離れて現れることになり、それによ
り太陽のような印象を減少させる。
【００８３】
　図２（Ｄ）に示されているような発光層の能動的構成の場合、大きなエリア１６は、そ
の拡散光の生成時に、影の区域２６によって影響を受けないことになる。しかし、（最初
の）光源に関係する「太陽」１９’が、図２（Ｃ）に示されているように影の区域２６間
の境界に、すなわちフレームのようなエリア１８に対して離れて、また大きなエリア１６
の中央に現れることになり、それにより、同様に太陽のような印象を減少させる。
【００８４】
　図３（Ａ）、図３（Ｂ）、および図３（Ｃ）は、シート照明システム１０１Ａ、１０１
Ｂ、および１０１Ｃの例示的な実施形態を示す。シート照明システムは、概して本明細書
に記載の照明システムに基づき、光源１０２（光ビーム１０３を生成する）と、光ビーム
１０３がそこに向けて送られ、光ビーム１０３を反射し、それにより照明光ビーム１０３
Ａを形成する反射器ユニット１０６とを含む。図面を単純に保つために、それぞれの符号
は、図３（Ａ）だけに示されている。
【００８５】
　シート照明システム１０１Ａ、１０１Ｂ、および１０１Ｃは、概して、たとえばシート
表面１４２Ａ、背もたれ１４２Ｂ、およびアームレスト１４２Ｃを有する単一のシート１
４２をそれぞれが含むシート装置１４０をさらに含む。図面にさらに示されているように
、目標領域１４４がシート表面１４２Ａの上部、および背もたれ１４２Ｂの下部区間に延
在する。図面を単純に保つために、それぞれの符号は、図３（Ｂ）だけに示されている。
　シート１４２は、図３（Ａ）に例示的に示されているように、高さＨＳまで延在するこ
とがある。
【００８６】
　図３（Ａ）、図３（Ｂ）、および図３（Ｃ）は、光源１０２および反射器ユニット１０
６が取り付けられ、シート装置１４０がそれに対して空間的に固定される、下地となる取
付手段の例示的な構成を示す。空間的に固定されるとは、この状況では、目標領域１４４
の、それぞれの光源１０２およびそれぞれの反射器ユニット１０６に対する固定された位
置を本質的に提供する固定配置を示す。たとえば含まれる継手または光学的適合による目
標領域１４４の制御された移動もまた、取付手段に対する光源１０２および反射器ユニッ
ト１０６の空間的に固定された取り付け（装着）の概念に入ると考えられる。
【００８７】
　たとえば、図３（Ａ）は、壁に一体化された、または壁に沿って延在する垂直区間１５
１Ａを含む取付手段１５０Ａを示す。光源１０２および反射器ユニット１０６は、垂直区
間１５１Ａに、たとえば０．４ｍから１ｍの距離で取り付けられる。取付手段１５０Ａは
、床を越えて延在し、垂直区間１５１Ａに剛性接続される地表区間（図示せず）をさらに
含む。さらに、シート１４２は、たとえばボルト接続の破線によって示されている地表区
間に剛性接続、たとえば装着される。
【００８８】
　図３（Ａ）にさらに示されているように、反射器ユニット１０６は、シート１４２の高
さＨＳより高い高さＨＲで装着され、それにより、目標領域１４４の傾斜した上から下へ
の照明をもたらす。
【００８９】
　図３（Ｂ）は、家具内に実装されているものなど、ブロック状の支持物１５１Ｂを含む
取付手段１５０Ｂを示す。ブロック状の支持物１５１Ｂには、光ビーム１０３を反射器ユ
ニット１０６の可視前面エリア区間１１０Ａに対して高い位置で位置合わせするために光
源１０２および反射器ユニット１０６を共に接続する高精度マウント１６０を含む照明シ
ステムが装着される。高精度マウント１６０は、シート照明システム１０１Ｂの設置中、
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最初に調整することができ、ならびに／またはシート照明システム１０１Ｂの動作中に適
合可能および／もしくは制御可能とすることができる。高精度マウント１６０は、たとえ
ば照明システムの「理想的フィット」の構成に関連して下記で論じるように、光ビーム１
０３の位置ずれを補償することができる。
　ブロック状の支持物１５１Ｂは、この場合も、取付手段１５０Ｂの地表区間（図示せず
）に固定接続されてよい。
【００９０】
　図３（Ｃ）は、ポール構成を含む取付手段１５０Ｃを示し、ポール１５１Ｃは、垂直区
間の他の例を表す。ポール１５１Ｃは、シート照明システム１０１Ｃの概略的に示された
地表区間１５１Ｄに装着される。
【００９１】
　図３（Ｃ）にさらに示されているように、反射器ユニット１０６は、反射器ユニット１
０６の移動性をもたらすために継手１４６を介してポール１５１Ｃに装着し、それにより
目標領域１４４をシート１４２に対して異なる位置に、たとえば目標領域１４４’に移動
することを可能にすることができる。同様に、光源１０２は、光ビーム１０３の方向の調
整を可能にするようにポール１５１Ｃに取り付けることができる。
【００９２】
　さらに（図３（Ｂ）に例示的に提供されている符号で）示されているように、反射器ユ
ニット１０６は、発光層（詳細には図示せず）の可視前面エリア区間１１０Ａを囲むフレ
ーム要素１１４を含む。
【００９３】
　フレーム要素１１４は、光ビーム１０３の光部分（フレーム要素１１４上に入射する）
が照明光ビーム１０３Ａに貢献することを本質的に回避するために、本明細書に開示され
ている構成のいずれかで構成することができる。したがって、フレーム要素１１４上に入
射する光ビーム１０３の光は、たとえば吸収、反射、および／または光誘導によってシー
ト照明システム１０１Ａ、１０１Ｂ、および１０１Ｃから本質的に除去される。
【００９４】
　上記のように、「理想的フィット」の構成の場合、光ビーム３が可視前面エリア区間１
１０Ａに制限されるので、フレーム１１４の光学的特徴は、異なることがあり、または反
射器ユニット１０６の感じ方にとってそれほど重要でない可能性がある。
【００９５】
　図４は、客室１５２など部屋風の環境内のシート照明システム１０１Ｄの一実施形態を
示す。客室１５２は、たとえば航空機、列車、またはバス客室など、輸送ユニットの客室
として図４に概略的に示されている。客室１５２は、客室のそれぞれの安定性を提供する
ために下地となる構造をそれぞれが有する側壁１５４Ａ、床１５４Ｂ、および天井１５４
Ｃを含む。
【００９６】
　天井１５４Ｃのルーフ区間１５４Ｃ’には、反射器ユニット１０６’が天井構造に装着
され、フレームエリア区間１１４Ａ’によって囲まれている。フレームエリア区間１１４
Ａ’は、第１の境界１１２Ａ’を越えて延びる光を吸収するために、本明細書に開示され
ているフレーム要素として構成することができる。フレームエリア区間１１４Ａ’は、た
とえば、約６０％の吸収率をもたらす暗い色の天井とすることができる。場合によっては
、複数の反射器ユニットが互いに近接して使用されるとき、天井１５４Ｃの大部分または
完全な天井１５４Ｃを、光を吸収するように構成してもよい。
【００９７】
　客室１５２は、１つ、２つ、またはそれ以上のシート１４２を並べてそれぞれが有する
一連の列を有するシート装置１４０Ａを含む。図４では、２つのシートをそれぞれが有す
る例示的な２つの列１４１Ａ、１４１Ｂが概略的に示されている。
【００９８】
　図４では、下地となる照明システムは、単一の反射器ユニット、すなわち反射器ユニッ
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ト１０６’との組合せで使用される２つの光源１０２Ａ、１０２Ｂを含む。光源１０２Ａ
、１０２Ｂのそれぞれにより、それぞれの照明領域１４４Ａ、１４４Ｂが生じる。照明領
域１４４Ａ、１４４Ｂは、空間で分離され、照明領域を異なるシート１４２のために明確
に区別することができる。
【００９９】
　図４に示されている２光源実施形態は、３つ以上の光源に容易に拡張することができる
ことを、当業者なら理解するであろう。具体的には、屋内構成では、互いに近いが何らか
の空間によって分離されている複数の特定の領域を照明することができ、一方、各照明領
域をそれ自体の制御可能な光源の対象とする。
【０１００】
　図４は、光源１０２Ａを１つのシートの背もたれ１４２Ｂにおいて、また光源１０２Ｂ
を隣接するシートの背もたれ１４２Ｂにおいて装着することを示す。フレーム構造１４３
が概略的に示されており、そこで光源１０２Ｂが例示的に固定して取り付けられている。
　さらに、図４は、たとえば、列１４１Ｂシート間、またはそれぞれの目標領域が照明さ
れる同じシートに、光源１０２Ｃのための代替の位置を示す。
　代替の実施形態では、光源は、図１０および図１１に関連して下記で例示的に論じるよ
うに、客室の側壁構造または天井構造に設置されてもよい。
【０１０１】
　図４に示されているように、たとえば天井１５４Ｃにおいて反射器ユニット１０６’の
隣にボリューメトリックモーションセンサ１４８を設け、人またはモノが光ビーム１０３
’と干渉したかどうか監視し、干渉が検出された場合に光源１０２の動作をさらに制御す
ることができる。
【０１０２】
　図５は、発光層２１０のすぐ隣に設けられたフレーム要素に依拠せず、代わりに光源２
０２によって角度をつけて照明される反射器ユニット２０６の下流に設けられた背景を適
合させることに依拠する例示的な照明システム２００の一実施形態を示す。具体的には、
反射器ユニット２０６は、屋内の部屋の境界を画する壁区間または屋外の壁構成など壁構
成２３２に対して、ある距離で装着される。壁構成２３２は、反射器ユニット２０６と共
に設けることができ、照明システム２００の一部分として一部働くことができる。
【０１０３】
　壁構成２３２は、とりわけ背景壁区間２３２Ａを含み、その前に反射器ユニット２０６
が配置および装着される。それに加えて、または代替として、壁構成２３２は、光を受け
る壁区間２３２Ｂを含む。両区間上に、反射器ユニット２０６のそばを通る光ビーム２０
３の光ビーム部分２０３Ａ、２０３Ｂが入射する。
【０１０４】
　背景壁区間２３２Ａおよび光を受ける壁区間２３２Ｂのうちの少なくとも１つは、吸光
色を備えることができ、ならびに／またはフレーム要素について上記で述べた粗粒子状の
構造、大きな構造、装飾物、および／もしくはまだら仕上げを含むことができる。吸収、
および壁区間上の光入射エリアと反射器ユニットとの間の潜在的な空間的遠隔性に照らし
て、反射器ユニット２０６の見え方は、反射器ユニット２０６を通る光ビーム部分２３３
Ａ、２３３Ｂによって本質的に影響を受けない可能性がある。
【０１０５】
　一般に、反射器ユニットは、位置および向きを調整可能であり、それにより可視の太陽
の場所の範囲２０７の場所に影響を及ぼし、シート装置の目標領域の適合を可能にするこ
とができる。
【０１０６】
　図５に示されている実施形態は、向け直し可能なミラーユニットの概念を例示的に示す
。具体的には、適合可能なマウント２３６が、反射器ユニット２０６の裏側に取り付けら
れるように概略的に示されている。具体的には、マウント２３６は、反射器ユニット２０
６を予め設定された角度範囲内で転向させ、それにより「太陽」の動きをも行うことがで
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きる。壁構成２３２は、反射器ユニット２０６の角度位置を変えるために、反射器ユニッ
ト２０６のそばを通る光ビーム部分２３３Ａ、２３３Ｂのそれぞれの遠隔性をもたらすよ
うに構成されてもよい。したがって、光ビーム２０３が任意の調整可能な位置のために可
視前面エリア区間２１０Ａを網羅するために十分大きいと仮定して、照明条件の変化にも
かかわらず所望の感覚が失われないことを達成することができる。たとえば、反射器ユニ
ット２０６を軸２３８周りで転向させることにより、範囲２０７が旋回し、それにより静
止している観察者にとって太陽の移動に似たものになり、したがって太陽のような照明の
印象を強めることができる。
【０１０７】
　換言すれば、マウント２３６は、反射器ユニットを装着し、照明光ビームを環境内に向
け直すように反射器ユニットの特に連続的な動きを作り出し、それにより、たとえば光ビ
ームの色の変化とさらに組み合わされたとき、たとえば日没、午後、および夜明けのシナ
リオを再現するために窓を通って環境に入る日光の動きに似たものにするように構成され
るメカトロニックマウントシステムとして働く。
【０１０８】
　さらに、照明システムは、船、航空機、または車など非静止環境内で装着されてもよく
、照明システムは、非静止環境の動きを補償するために、反射器ユニットおよび／または
光源が装着されたメカトロニックシステムを使用してもよい。たとえば、船のピッチおよ
び／またはロールなど非静止環境の傾きなど向きの変化を検出するために、加速度計、重
力センサ、および／または傾斜センサなど向き検出デバイスをさらに追加してもよい。そ
のとき、制御ユニットは、非静止環境の向きの変化を補償するためにメカトロニックシス
テムを駆動するように構成し、それにより、特に非静止環境に対して反対に動く照明光ビ
ームを作り出し、特に日光が窓を通って非静止環境に入る場合に似たものにすることがで
きる。
【０１０９】
　図１および図５に関連して、フレーム要素を必要としなくてもよい、またはいくつかの
区間についてだけフレーム要素を必要としてもよい照明システムの実施形態について開示
した。やはり完全に、または少なくとも一部フレーム要素を必要としないものとしてもよ
い代替の手法は、光ビームの理想的フィットの概念、または少なくとも区間ごとの理想的
フィットの概念に基づく。理想的フィットの概念は、光ビームのサイズおよび形状を、少
なくとも一部、可視前面エリア区間に一致させる。
【０１１０】
　具体的には、いくつかの例示的なシステムでは、追加として、または代替として、第１
の境界（可視前面エリア区間の境界を画する）と第２の境界（光ビームの境界を画する）
、特に光ビームの横方向サイズの一致は、少なくともフレームのようなエリアの何らかの
部分について実施される。
【０１１１】
　一致／適合は、高精度マウントならびに／または特に予め設計された光源および反射器
ユニットの幾何形状を使用して実施することができる。しかし、相対移動を受けやすい実
施形態では、一致を監視し、連続的に調整／維持するために、制御ユニットを追加で設け
てもよい。
【０１１２】
　図６は、理想的フィットに基づく照明システム３００を例示的に示す。具体的には、照
明システム３００は、光ビーム３０３のサイズを制限し適合するために光学システム３０
２Ａと共に投光器３０２を含む。光学システム３０２Ａは、たとえば、ズームレンズシス
テム、ならびに／またはフライアイ構成、本質的に理想的なＣＰＣ構成、反射器ユニット
３０６の上流の透過アパーチャおよび／もしくは反射アパーチャベースの結像システムな
ど、ビーム形状画定用の結像システムを含むことができる。光学システム３０２Ａは、光
ビーム３０３のサイズおよび形状を適合し、反射器ユニット３０６の第１の境界３１２Ａ
に少なくとも一部従う第２の境界３１３Ａを形成することを少なくとも一部可能にするこ
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とができる。
【０１１３】
　照明システム３００は、特に少なくとも８５％、たとえば９５％の範囲内の光ビーム３
０３が反射器ユニット３０６の可視前面エリア区間３１０Ａを照明するように、また１５
％以下、たとえば５％の範囲内の光ビーム３０３の光が第１の境界３１２Ａの外側に落ち
るように、投光器３０２を装着し位置合わせするための高精度マウント３６０、および／
または第２の境界３１３Ａ（光ビーム３０３の境界を画する）を適合させるための調整可
能な結像システムをさらに含む。
【０１１４】
　さらに、高精度マウント３６０は、反射器ユニット３０６を装着するように構成されて
もよい（図６には図示せず）。予め設置される実施形態では、反射器ユニット３０６と光
源３０２の間の相対位置は、光ビームのサイズ、ならびに反射器ユニットの向きおよび位
置に応じて固定されてもよい。いくつかの実施形態では、連続的な制御が必要とされるこ
とがある。
【０１１５】
　さらに、照明システム３００は、高精度マウント３６０を制御し、および／または第２
の境界３１３Ａを第１の境界３１２Ａに少なくとも一部光学的に適合するための制御ユニ
ット３６２を含むことができる。
【０１１６】
　図６に示されている他の修正形態として、反射器ユニット３０６は、たとえば、第１の
境界３１２Ａに対する第２の境界３１３Ａに関する位置情報を提供するために、第１の境
界３１２Ａに近接する光検出器３６４を含むことができる。制御ユニット３６２は、制御
ライン３６６を介して光学システム３０２Ａ、高精度マウント３６０、および光検出器３
６４に接続され、位置情報に応答して高精度マウント３６０および／または光学システム
３０２Ａを制御し、それにより、特に、光ビーム３０３と反射器ユニット３０６の発光層
３１０の可視前面エリア区間３１０Ａとの適正かつ連続的な位置合わせおよび一致を確保
することができる。
【０１１７】
　理想的フィットの構成では、光源３０２は、たとえば、光源から見て可視前面エリア区
間にフィットするようにその境界内で形作られるフラットトップ照明を作り出すように構
成される。
【０１１８】
　一般に、本明細書に開示されている光源は、アパーチャに基づく結像光学部品を有する
光学システムを含むことができる。アパーチャの像は、投影光学部品によって反射器上に
投影され、アパーチャの形状は、概して、反射器ユニットのフレームのようなエリア（フ
レーム要素がある場合）または第１の境界のサイズ（理想的フィットが使用される場合）
と一致させるために調整される。投影光学部品は、レンズまたはレンズのシステムを使用
し、反射器ユニット上にアパーチャの像を生み出すことができる。
【０１１９】
　いくつかの実施形態では、結像光学部品は、アレイ内の（レンズの）各対の第２のレン
ズが離れたところ（事実上無限）に第１のレンズの像を造り出すように構成されるフライ
アイレンズアレイを含むことができる。
【０１２０】
　いくつかの実施形態では、結像光学部品は、その入口アパーチャ（より小さいアパーチ
ャ）にフィットする発光体と結合された理想的なＣＰＣを含むことができる。
【０１２１】
　以下では、輸送ユニットにおけるシート照明システムの実施形態について、乗用車（図
７（Ａ）から図９（Ｄ））に関連して、ならびに航空機または列車の客室（図１０および
図１１）に関連して述べる。
【０１２２】
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　図７（Ａ）および図７（Ｃ）は、乗用車７００のための後部シート照明システム７０１
を示す。図７（Ａ）は、単純化された概略側面図であり、図７（Ｂ）は、単純化された概
略上面図であり、図７（Ｃ）は、車７００の内側を通って後部から前部にかけての概略図
である。
【０１２３】
　乗用車７００は、運転席７４２Ａ、助手席７４２Ｂ、および、たとえばヘッドレスト７
４３Ａ、７４３Ｂ、７４３Ｃによって示されるように３人の乗員のための着座の可能性を
提供する後部シートベンチ７４２Ｃを含む。さらに、車７００は、シート７４２Ａ、７４
２Ｂ、および後部シートベンチ７４２Ｃを越えて延在する天井７５４を提供するルーフト
ップを含む。
【０１２４】
　反射器ユニット７０６は、たとえば、運転席７４２Ａおよび／または助手席７４２Ｂの
ヘッドレストならびに／あるいは天井７５４に装着される。図７（Ｂ）に示されているよ
うに、反射器ユニット７０６は、後部シートベンチ７４２Ｃに向かって傾斜している。反
射器ユニット７０６は、必要とされるとき折り畳んで上げ下げするように旋回可能に装着
されてもよい。具体的には、反射器ユニット７０６は、反対側の縁部でルーフから離れる
ように／ルーフに向かって移動させ、乗員が「太陽」を模したものを直接見ることができ
る構成と、投光器ひとみの直接的な視界が妨げられる構成との間で切り替えることができ
る。
【０１２５】
　図７（Ｂ）にさらに示されているように、光源７０２は、ヘッドレスト７４３Ａから７
４３Ｃのうちの１つの隣に配置され、光ビーム７０３を反射器ユニット７０６に放つよう
に構成される。いくつかの実施形態では、光源７０２は、天井７５４に装着されてもよい
。反射器ユニット７０６からの反射の後、照明光ビーム７０３Ａが反射器ユニット７０６
からシートベンチ表面７４２に伝搬し、その上で目標エリア７４４が画定される。
【０１２６】
　図７（Ｃ）でわかるように、光ビーム８０３は、反射器ユニット７０６の前方に向かう
照明をもたらす。したがって、光が乗用車７００から出ないようにするために、光ビーム
７０３の安全制御が必要とされることがあり、位置ずれの場合、光源７０２をオフにする
こと、または光が車７００の内部に入ることだけを可能にし、しかし光ビーム７０３の光
も照明光ビーム７０３Ａの光も車７００の内部から透過しないように吸光層を車窓（たと
えば、フロントシールド）内に設けることなど、他の対策を含む。
【０１２７】
　さらに、当業者には明らかであるように、光ビーム７０３は、本質的に、乗員の頭部が
通常存在しない車７００の内部の区間内に提供されることになり、それにより、乗員と光
ビーム７０３との潜在的な干渉を回避する。
【０１２８】
　さらに、後部シート照明システム７０１は、何らかのもの、たとえば乗員の頭部が光ビ
ーム７０３によって占有される空間に入ったとき光源７０２の動作を回避するためにボリ
ューメトリックモーションセンサを含むことができる。
【０１２９】
　図８（Ａ）から図８（Ｃ）は、乗用車８００のための後部シート照明システム８０１の
サンルーフ構成を示す。図８（Ａ）および図８（Ｂ）は、－図７（Ａ）および図７（Ｂ）
のように－それぞれ単純化された概略側面図および上面図である。図８（Ｃ）は、車８０
０の内側にわたる左から右への概略図である。開示を簡単にするために、図７の符号が、
それぞれの物体を示す。
【０１３０】
　図７（Ａ）から図７（Ｃ）の実施形態とは対照的に、反射器ユニット８０６は、後部シ
ートベンチ７４２Ｃの後部シート表面７４２の本質的に上方に配置され、それにより後部
シートサンルーフの通常の位置にある。
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【０１３１】
　光源８０２は、たとえば運転席７４２Ａと助手席７４２Ｂの間に配置されてもよい。い
くつかの実施形態では、光源は、ヘッドレスト７４３Ａから７４３Ｃの隣に装着されても
よい。
【０１３２】
　図８（Ａ）から図８（Ｃ）の実施形態では、光ビーム８０３は、（より前方に向かう照
明が提供される図７（Ａ）から図７（Ｃ）に示されている実施形態とは対照的に）反射器
ユニット８０６を下から上に、したがって天井７５４に対して照明する。したがって、天
井７５４は、光ビーム８０３の小規模な位置ずれの場合でさえ光が車８００の内部から出
ないようにビームブロックとして機能する。天井７５４の表面および／または構造は、フ
レームベースの実施形態について論じたように構成することができる。
【０１３３】
　いくつかの実施形態では、反射器ユニット８０６は、たとえば隠された位置に格納可能
である従来のサンルーフ設置物と組み合わされてもよい。たとえば、反射器ユニット８０
６は、それぞれのサンルーフ構成によって決まる湾曲に従うように形作られてもよい。反
射器パネル８０６は、本物のサンルーフが開いている場合、または一般に日光を模したも
のが必要とされない場合、隠された位置にあってもよい。引き出された位置では、反射器
ユニット８０６は、従来のサンルーフの前に配置されてもよい。
【０１３４】
　図９（Ａ）から図９（Ｄ）では、乗員席／乗員ダッシュボード照明システム９０１が示
されている。図９（Ａ）および図９（Ｂ）は、－図７（Ａ）および図７（Ｂ）のように－
それぞれ乗用車９００の単純化された概略側面図および上面図である。図９（Ｃ）は、車
９００の概略正面図であり、一方、図９（Ｄ）は、車の前方区間における右から左への概
略側面図である。開示を簡単にするために、図８の符号は、それぞれの物体を示す。
【０１３５】
　具体的には、反射器ユニット９０６は、フロントスクリーン９８０の隣に設けられる。
反射器ユニット９０６は、たとえば運転席７４２Ａまたは助手席７４２Ｂのヘッドレスト
９４３の隣に装着された光源９０２から発せられる光ビーム９０３が照明光ビーム９０３
Ａとして目標領域９４４上に向け直されるように構成され向けられる。目標領域９４４は
、たとえば、本質的に助手席の表面９４２の上部、および助手席側のダッシュボード９０
９の区間上に延在する。
　したがって、図９（Ａ）から図９（Ｄ）に示されている構成は、助手席７４２Ｂに座る
乗員のために日光照明の読書条件を提供する。
　図１０および図１１は、たとえば列車および航空機で使用される従来の客室レイアウト
のためのシート照明システム１００１、１１０１を示す。
【０１３６】
　図１０の客室１０５２では、２つのシート１０４２の例示的な対が側壁１０５４の隣に
装着されている。側壁１０５４には、窓開口１０５５がシート１０４２に関連付けられて
配置されていることがある。
　荷物保管チャンバ１０５６が側壁１０５４に沿って頭上に延在し、それによりシート１
０４２のエリア内で客室１０５２のルーフ構造物の一部を形成する。
【０１３７】
　図１０に示されているように、光源１００２が側壁１０５４に一体化された取付手段１
０５０に設けられている。反射器ユニット１００６が頭上の保管チャンバ１０５６の底部
に一体化されている。したがって、反射器ユニット１００６は、下から上に照明され、光
ビーム１００３をそれぞれの照明光ビーム１００３Ａとして目標エリア１０４４に反射す
る。
【０１３８】
　図１０には示されていないが、同じまたは他の反射器ユニットを使用して隣接するシー
トを照明するために、光源１００２の隣に第２の光源が設けられてもよい。
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【０１３９】
　図１１は、シート１１４２を有する客室１１５２の一実施形態を示し、反射器ユニット
１１０６は、客室１１５２の窓にある程度似たものである。そのために、それぞれの反射
器ユニット１１０６が、客室１１５２の側壁、または側壁１０５４と荷物保管チャンバ１
１５６の面との間の移行エリア（図示せず）何設けられる。
【０１４０】
　１つまたは複数の光源１１０２が、頭上の保管チャンバ１０５６の底側に装着されても
、そこに一体化されてもよく、それにより、側部から反射器ユニット１１０６の照明を可
能にする。それぞれの光ビーム経路は、通常、乗員の頭部と干渉しない。
【０１４１】
　追加の安全対策として、図１１は、光ビーム１１０３を反射器ユニット１１０６に向か
って誘導するとき少なくとも最初に光源１１０２を隠すことができるスクリーン構造物１
１８８を示す。具体的には、スクリーン構造物１１８８は、客室１０５２内の人が光ビー
ム１１０３と干渉し（たとえば、手を伸し）、それにより反射器ユニット１１０６の感じ
方に影響を及ぼす可能性を低減することができる。スクリーン構造物１１８８は、人が光
ビーム１１０３内に侵入するのを防止するために透明（たとえばガラス）カバーまたは膜
（すべての側部上で完全に閉じられることさえある）とすることができる。
【０１４２】
　いくつかの実施形態では、列車客室または航空機客室など客室は、一部の区間において
、（本物の）窓がなく、日光照明を模するための反射器ユニットを提供するだけでもよい
。たとえば、反射器ユニットは、天井、側壁、および／またはそれらの間の移行部に配置
することができる。これらの構成では、客室内で、それぞれの「太陽」を模したものの位
置が客室の区間に関連付けられるように、様々な照明光ビームを、本質的に平行に伝搬す
るように構成することができる。
　当業者には明らかであるように、反射器ユニットの形状は、客室の内壁の形状に適合さ
せることができる。
【０１４３】
　図１２（Ａ）および図１２（Ｂ）ならびに図１３は、－例示的に図１の照明システム１
を参照する－可視前面エリア区間１０Ａの隣でフレーム要素１４上に当たる光ビーム３の
光を除去するフレーム要素の構成を示す。
【０１４４】
　具体的には、図１２（Ａ）（概略正面図）および図１２（Ｂ）（概略断面図）は、円形
の反射器ユニット６Ａ上への近垂直入射光線２９Ａ（矢印によって示されている）の場合
についての光トラップ２８Ａを示す。入射角は、たとえば、α＝５°から３５°の範囲内
とすることができる。光トラップ２８Ａは、入来光、たとえば、可視前面エリア区間１０
Ａから落ちる光の少なくとも一部分を離れるように誘導することが可能な反射フレーム（
たとえば、ミラーベースの向け直しフレーム）として構成される。たとえば、光トラップ
２８Ａは、潜在的に不要な光を光トラップ２８Ａ内の暗い壁３１に向かって偏向すること
ができ、それにより向け直すことができる（壁３１は、たとえば上記で論じた、たとえば
少なくとも６０％の吸収率を有する）。それに加えて、または代替として、光トラップ２
８Ａは、反射器ユニット６Ａの奥で光を右／左に向け直すことができる。たとえばα＝５
°から１５°の範囲内の近直交入射の場合、可視前面エリア区間１０Ａを囲む本質的に回
転対称の光トラップ２８Ａを図１２Ａに示されているように設けることができる。
【０１４５】
　図１３は、特にα＝５５°から７０°の範囲内の大きな角度の入射構成で使用するため
のフレーム要素を有する反射ユニット６Ｂの代替の実施形態を示す（この場合も光線２９
Ｂは矢印として示されている）。図１３に示されているように、光トラップ２８Ｂが、た
とえば可視前面エリア区間１０Ａの下流側だけに設けられ、この場合も、光を離れるよう
に、たとえば光トラップ２８Ｂ内の吸収表面上に誘導するように構成される。
【０１４６】
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　上記に示されている光トラップは、切欠きまたは溝など凹部を含むことによってなど、
可視前面エリア区間に対して少なくとも一部陥凹したフレーム要素の例示的な実施形態で
ある。凹部は、特にその壁表面上の入射光を吸収するように構成することができる。
【０１４７】
　図１３のそれぞれの実施形態では、可視前面エリア区間１０Ａの上流および上／下（左
／右）には、フレーム要素を設けなくてもよく、それにより、光ビームのそれぞれの区間
を反射器ユニット６の奥へ単純に通し、ならびに／またはそれに応じて光ビームのサイズ
および形状を適合させる。
　図１４（Ａ）および図１４（Ｂ）は、図６に関連して概して述べた、照明システム４０
０の理想的フィットの実装を可能にする例示的な光学構成を示す。
【０１４８】
　具体的には、図１４（Ａ）は、断面を示し、一方、図１４（Ｂ）は、本質的に円形の可
視前面エリア区間４１０Ａを例示的に有する発光層セットアップを含む反射ユニット４０
６の完全な照明の光ビーム伝搬概念の部分斜視図を示す。取付手段４７０は、可視前面エ
リア区間４１０Ａを少なくとも一部囲むように発光層４１０を装着する。取付手段４７０
は、発光層４１０を保持するための任意のタイプの構造構成要素であってよく、装着用前
面側区間４７２を含んでも含まなくてもよい。装着用前面側区間４７２は、その前面側区
間４７２において光ビーム４０３による照明によって影響を受けないように特に適合され
なくてもよく、または念のために、フレーム要素に関して上記に開示されているように構
成されてもよい。
【０１４９】
　可視前面エリア区間４１０Ａを囲む前面側エリアに関してそのような柔軟性を可能にす
るために、可視前面エリア区間４１０Ａの延長に対する光ビーム４０３の延長の理想的な
一致が使用される。そのために、光ビーム４０３は、著しい強度が第２の境界４１３Ａま
でしか延びないフラットトップ光ビームとして構成することができる。
【０１５０】
　そのようなビーム形状を生成するために、アパーチャ構造４７４が開口４７４Ａを含み
、開口４７４Ａは、主ビーム軸（方向４０４）に直交する平面４０４Ａ上への傾斜した可
視前面エリア区間４１０Ａの投影と形状が同一である。その投影の形状の適合の他に、光
ビーム４０３が反射器ユニット４０６に当たる瞬間にそれぞれの形状のサイズが同一であ
るようにビームの発散が調整される。発散は、たとえば、アパーチャ構造４７４の下流に
配置された可動のレンズ４７６によって適合可能である。たとえば、レンズ４７６および
／またはアパーチャ構造４７４は、軸方向（図１４（Ｂ）においてＺ軸として示されてい
る）、ならびに横方向（図１４（Ｂ）においてＸ軸およびＹ軸として示されている）に可
動である。レンズ４７６およびアパーチャ構造４７４のための装着ステージ（図示せず）
は、制御ユニット（図６に図示）に接続することができ、たとえば、可視前面エリア区間
４１０Ａの隣の光検出器によって受信された制御信号に応答して駆動することができ、ま
たは初期設置中に予め設定することができる。
【０１５１】
　したがって、図１４（Ａ）および図１４（Ｂ）の図の結像システムは、本質的に可視前
面エリア区間４１０Ａだけが照明されるようにビームサイズおよびビーム方向を調整する
ことを可能にする。それにより、観察者は、たとえば太陽のような模したものの感じ方に
影響を及ぼす可能性がある、可視前面エリア区間４１０Ａの隣に落ちる光源４０２からの
光に気付かない。
【０１５２】
　本明細書に開示されている発光層に関する技術については、レイリー拡散器を使用する
ライティングシステムの例示のための、その内容を全体として本明細書に組み込む、同じ
出願人による「Ａｒｔｉｆｉｃｉａｌ　ｉｌｌｕｍｉｎａｔｉｏｎ　ｄｅｖｉｃｅ」とい
う名称の２０１２年１１月１４日に出願されたＰＣＴ／ＥＰ２０１２／０７２６４８、お
よび「Ａｒｔｉｆｉｃｉａｌ　ｌｉｇｈｔｉｎｇ　ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　ｓｉｍｕｌａ
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ｔｉｎｇ　ａ　ｎａｔｕｒａｌ　ｌｉｇｈｔｉｎｇ」という名称のＰＣＴ／ＩＢ２０１３
／０６０１４１をさらに参照されたい。
【０１５３】
　本明細書に開示されている実施形態のレイリー拡散器は平面状のパネル状であり、それ
により窓の見た目を模するものとして図面に例示的に示されている。しかし、湾曲した構
造など、非パネル風の構成を使用することができる。
【０１５４】
　一般に、レイリー拡散器は、受動的な拡散器または側部点灯拡散器、たとえば側部から
、たとえば青いＬＥＤによって照明されるパネルとして構成することができる。したがっ
て、レイリー拡散器は、いくつかの実施形態では、拡散光を放つ２次光源とすることがで
き、それにもかかわらず（主）光源の光に対して一部透過性である。
【０１５５】
　上記のように、発光層は、光ビームの光の散乱により散乱光成分が生成される受動的な
発光層構成に基づくものとすることができる。しかし、発光層は、拡散光成分を単独で生
成するように、または少なくともその生成に貢献するように構成された２次発光層特有の
光源を含む能動的な発光層構成に基づいてもよい。たとえば、１つまたは複数の２次光源
は、光を側部から発光層内に向けて送ることができる。
【０１５６】
　図１５は、概略的な均等色度図（ｕ’ｖ’色度図とも称される）を示す。この中で、境
界上の点は、単色スペクトルに対応する（デルタのようなもの）。換言すれば、波長は、
左および上側の湾曲表面の境界において、たとえば下点の４２０ｎｍから、左上隅の約５
１０ｎｍに右隅の約６８０ｎｍに増大する。これらの座標は、ｕ’色度座標およびｖ’色
度座標と称される。さらに、黒体軌跡９９６が図１５に示されており、たとえば１，００
０Ｋ未満から約１００，０００Ｋの範囲内のそれぞれの温度で完全放射体のスペクトルを
表す。さらに、黒体軌跡９９６は、様々な温度についてＣＣＴを定義する。
【０１５７】
　図１５では、色域が概略的に示されている。具体的には、赤みがかったエリアはＩとし
て、緑がかったエリアはＩＩとして、青みがかったエリアはＩＩＩとして参照されている
。赤みがかったエリアおよび緑がかったエリアは、２，０００Ｋから１０，０００Ｋの範
囲内で黒体軌跡９９６によって本質的に分離され、黒体軌跡９９６は、青みがかったエリ
ア内で終わる。
　太陽のように模するためには、光ビームの色（具体的には、反射器ユニットを通った後
、光ビームに関連付けられる第２の色）は、黒体軌跡９９６の隣になる。
【０１５８】
　独特な感覚をもたらす第１の色と第２の色とのそれぞれの差を与えるために、ｕ’ｖ’
均等色度図内のそれぞれの色の座標は、少なくとも０．０１、０．０２５、または０．０
４など少なくとも０．００８のΔｕ’ｖ’からの範囲内で少なくとも異なることがある。
たとえば、約７０，０００Ｋから１０，０００Ｋで黒体軌跡９９６の範囲内または少なく
とも黒体軌跡９９６に近接して第１の色を提供することにより、第２の色で、たとえば８
００Ｋから６，５００ＫのＣＣＴにおいて青空の印象および太陽が現れることになる。
　第１の色を黒体軌跡９９６から離すことによって、人工背景効果を達成し、たとえば、
緑がかった背景を提供することができる。
【０１５９】
　図１６に関連して、拡散光成分のそれぞれの色、および照明光ビーム１００３Ａの有向
光成分を測定するための構成１０００について述べる。例示的な実施形態では、光源１０
０２による反射器ユニット１００６の照明が４５°下で行われる。反射器ユニット１００
６は、「暗い」隅部１０３２、たとえば散乱光を吸収するために、たとえば９０％より大
きい吸収率を有する黒塗りの壁の前に装着される。
【０１６０】
　図１６に概略的に示されているように、拡散光成分は、４５°下で、光ビーム１００３
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の外側に配置され、それにより反射器ユニット１００６の可視前面エリア区間１０１０Ａ
の照明を妨げずに、第１の色情報を収集する色分光計を用いて測定することができる。
【０１６１】
　直接光成分の第２の色を測定するために、白色基準目標１０９９（たとえば、白色側で
その９０％反射率を有するグレーカード目標）が太陽観察者位置において照明光ビーム１
００３Ａ内に配置され、照明光ビーム１００３Ａの主方向１００４Ａに対して直角に向け
られる。第２の色分光計１０９８Ｂが、白色基準目標１０９９の法線に対して４５°下で
、白色基準目標１０９９上に向けられ、それにより第２の色情報を収集する。
【０１６２】
　本明細書に記載の照明システムの色測定のための上記の手法は多数のタイプの構成に適
用可能とすることができるが、当業者なら、それぞれの色、色差、および相関色温度を識
別し測定するために、同様の、または関連の構成をも使用することができることを理解す
るであろう。
【０１６３】
　本明細書に開示されている照明システムにおいて適用される発光層の技術については、
レイリー拡散器を使用するライティングシステムの例示のための、その内容を全体として
本明細書に組み込む、同じ出願人による「Ａｒｔｉｆｉｃｉａｌ　ｉｌｌｕｍｉｎａｔｉ
ｏｎ　ｄｅｖｉｃｅ」という名称の２０１２年１１月１４日に出願されたＰＣＴ／ＥＰ２
０１２／０７２６４８、および「Ａｒｔｉｆｉｃｉａｌ　ｌｉｇｈｔｉｎｇ　ｓｙｓｔｅ
ｍ　ｆｏｒ　ｓｉｍｕｌａｔｉｎｇ　ａ　ｎａｔｕｒａｌ　ｌｉｇｈｔｉｎｇ」という名
称のＰＣＴ／ＩＢ２０１３／０６０１４１をさらに参照されたい。
【０１６４】
　完全を期すために、発光層の例示的な特徴を下記にまとめる。発光層は、たとえば、平
行６面体パネルなどパネルとして形作られる。具体的には、パネルは、２つの平行な表面
によって境界を画され、表面に対して直角の方向に沿って測定して表面積の５％以下、た
とえば１％以下の平方値を有する厚さを有する薄いものとすることができる。
【０１６５】
　発光層は、可視範囲内の光を実質的に吸収せず、赤波長範囲（約６５０ｎｍ）内の光よ
り少なくとも１．２倍、たとえば少なくとも１．６倍など少なくとも１．４倍、青波長範
囲（約４５０ｎｍ）内の光を効率的に拡散するレイリーパネルとすることができ、拡散効
率は、拡散光の放射力と入射光の放射力との比によって与えられる。
【０１６６】
　いくつかの実施形態では、発光層は、第１の材料の中実の基材（たとえば、優れた光透
過性を有する樹脂またはプラスチック）を含み、その中に第２の材料のナノ粒子（たとえ
ば、ＺｎＯ、ＴｉＯ２、ＺｒＯ２、ＳｉＯ２、Ａｌ２Ｏ３など無機酸化物）が分散される
。第２の材料は、第１の材料の屈折率とは異なる屈折率を有する。好ましくは、第１およ
び第２の材料は、基本的に、可視波長範囲内の電磁放射を吸収しない。
【０１６７】
　さらに、発光層は、発光層の任意の点を考えて、その点における発光層の物理特性がそ
の点の位置に依存しないという意味で均一とすることができる。さらに、発光層は、モノ
リシックとすることができる。
【０１６８】
　いくつかの実施形態では、球状または他の形状のナノ粒子が、単分散であってよく、お
よび／または［１０ｎｍ～２５０ｎｍ］、さらには［４０ｎｍ～１８０ｎｍ］、または［
６０ｎｍ～１５０ｎｍ］など範囲［５ｎｍ～３５０ｎｍ］内の有効直径Ｄを有することが
でき、有効直径Ｄは、ナノ粒子の直径に第１の材料の屈折率をかけたものによって与えら
れる。
【０１６９】
　さらに、ナノ粒子は、それらの面密度、すなわち１平方メートル当たりのナノ粒子の数
、すなわち、１ｍ２の面積を有する発光層の表面の一部分によって境界が画される体素内
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のナノ粒子の数が条件Ｎ≧Ｎｍｉｎを満たすように発光層の内側に分布することができ、
ここで、
【０１７０】
【数１】

【０１７１】
　であり、式中、ｖは、１メートルの６乗に等しい次元定数であり、Ｎｍｉｎは、数／メ
ートルの２乗によって表され、有効直径Ｄは、メートルで表され、ｍは、粒子の屈折率と
ホスト媒質の屈折率との比に等しい。
【０１７２】
　いくつかの実施形態では、ナノ粒子は、少なくとも面密度に関する限り、均一に分布す
る。すなわち、面密度は、発光層上で実質的に均一であり、しかし、ナノ粒子分布は、発
光層にわたって変動する可能性がある。面密度は、たとえば、平均面密度の５％未満変動
する。ここでは、面密度は、０．２５ｍｍ２よりも大きい面積にわたって定義された量と
して意図される。
【０１７３】
　いくつかの実施形態では、面密度は、光源によって照らされたとき、発光層にわたる照
度差を補償するように変動する。たとえば、点（ｘ，ｙ）における面密度Ｎ（ｘ，ｙ）は
、式Ｎ（ｘ，ｙ）＝Ｎａｖ×ｌａｖ／ｌ（ｘ，ｙ）±５％によって、点（ｘ，ｙ）におい
て光源によって生成される照度ｌ（ｘ，ｙ）に関係付けることができ、ここで、Ｎａｖお
よびｌａｖは、平均照度および平均面密度であり、これらの後者の量は、発光層の表面に
わたって平均化される。この場合、発光層の輝度は、発光層上の光源２の照度プロファイ
ルの不均一性にもかかわらず、等化され得る。この状況では、一例として標準ＡＳＴＭ（
米国材料試験協会）Ｅ２８４－０９ａに報告されているように、輝度は、所与の方向から
見て表面の投影面積の単位当たりの、および立体角の単位当たりの、所与の方向で表面か
ら放たれる（または、表面上に落ちる）ビームの光束である。 
【０１７４】
　小さいＤおよび小さい体積分率（すなわち、厚いパネル）という限界において、面密度
Ｎ≒Ｎｍｉｎは、約５％の散乱効率をもたらすと予想される。単位面積当たりのナノ粒子
の数が多くなるにつれて、散乱効率は、色の品質を損なう可能性がある複数の散乱または
干渉（高い体積分率の場合）が生じるまで、Ｎに比例して高まると予想される。したがっ
て、ナノ粒子の数の選択は、欧州特許出願公開２３０４４７８号明細書に詳細に記載され
ているように、散乱効率と所望の色との間の妥協点を捜し求めることによって偏倚される
。さらに、ナノ粒子のサイズが大きくなるにつれて、前方光束と後方光束との比が大きく
なり、そのような比は、レイリー限界における１に等しい。さらに、比がより大きくなる
につれて、前方散乱円錐は、より小さくなる。したがって、比の選択は、大きい角度で散
乱された光を有することと、後方散乱光の光束を最小にすることとの間の妥協点を捜し求
めることによって偏倚される。しかし、それ自体知られているように、反射を最小限に抑
えるために、発光層上に反射防止層（図示せず）を堆積してもよい。
【０１７５】
　いくつかの実施形態では、ナノ粒子は、球状でなくてもよく、そのような場合、有効直
径Ｄは、同等の球形粒子の有効直径、すなわち、前述のナノ粒子と同じ体積を有する球形
粒子の有効直径として定義することができる。
【０１７６】
　さらに、いくつかの実施形態では、ナノ粒子は、多分散であり、すなわち、それらの有
効直径は、分布Ｎ（Ｄ）によって特徴付けられる。そのような分布は、表面単位当たりの
ナノ粒子の数、および有効直径Ｄの近傍における有効直径の単位間隔を表す（すなわち、
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Ｄ１とＤ２の間の有効直径を有する表面単位当たりの粒子の数は、
【０１７７】
【数２】

【０１７８】
）。これらの有効直径は、範囲［５ｎｍ～３５０ｎｍ］内に入る可能性があり、すなわち
、この分布は、この範囲内で非ゼロとすることができる。この場合、散乱効率が、ほぼ、
すなわち小さい粒子という制限下で、ナノ粒子の直径の６乗で高まることを考えると、多
分散分布は、近似的に代表的な直径Ｄ’ｅｆｆを有する単分散分布として振る舞い、代表
的な直径Ｄ’ｅｆｆは、
【０１７９】
【数３】

　として定義され、上式で、
Ｎ＝∫Ｎ（Ｄ）ｄＤ
である。
【０１８０】
　Ｄ’ｅｆｆは、範囲［５ｎｍ～３５０ｎｍ］、好ましくは［１０ｎｍ～２５０ｎｍ］、
より好ましくは［４０ｎｍ～１８０ｎｍ］、さらに好ましくは［６０ｎｍ～１５０ｎｍ］
内にあるように選択することができる。
【０１８１】
　いくつかの実施形態では、光源の最大輝度が０．１×１０６ｃｄ／ｍ２よりも高く、た
とえば、少なくとも１×１０６ｃｄ／ｍ２、または少なくとも５×１０６ｃｄ／ｍ２以上
であるときはいつも、ライティングの自然らしさが向上する。これらの値については、実
際のところ、光源は、光源自体を見ることが困難になるほどのグレアを生成し、それによ
り、観察者は、目の合焦の機構によって光源の距離を評価することができなくなる。これ
らの輝度値は、無限のブレークスルー効果を得ることに貢献する。さらに、グレアは、光
源の輝度プロファイル内で起こり得る不均一性を検出することを困難にし、したがって、
光源の像と本物の太陽の像との違いを検出することを困難にする。
【０１８２】
　いくつかの実施形態では、光源の出口アパーチャは、円を近似し、光学システムが像を
ゆがめないので、観察者によって知覚される光源の像は、依然として円形に形作られる。
いくつかの実施形態では、発光層は、たとえば円形発散を有する光ビームにより照射され
る楕円形状を有する。しかし、他の形状、たとえば細長い形状も可能である。
【０１８３】
　本説明および／または特許請求の範囲内で開示されているすべての特徴は、出願時の開
示の目的で、また実施形態および／または特許請求の範囲の組成から独立して特許請求さ
れている発明を制限する目的で、互いに分離され独立して開示されるものとすることを明
示的に述べる。すべての値範囲またはエンティティの群を示すものは、出願時の開示の目
的で、また特許請求されている発明を制限する目的で、特に値範囲の制限として、あらゆ
る可能な中間値または中間エンティティを開示していることを明示的に述べる。
　本発明の好ましい実施形態について本明細書で述べたが、以下の特許請求の範囲から逸
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脱することなしに改良および修正を組み込むことができる。
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【図３】 【図４】
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【図７】 【図８】
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【図１２】

【図１３】

【図１４】

【図１５】

【図１６】
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